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大管長会メッセージ

日の光栄 の結婚 の

重要性

大管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

結 婚はあらゆる決断の中で最種 大なもの
であ り，永遠にわたって影響 を及ぼす も

の と言えるで しょう。それは，結婚が 目前の

幸福だけでな く，永遠の喜びにも通 じている

か らです。結婚は当事者のみならず，ふた り

の家族 とりわけ子供や孫に，引いては後々の

子々孫々にまで影響 を及ぼすのです。

そこで，大切 になって くるのが 「だれ と結

婚す るか」 とい うことです。それは， この問

いに正 しく答 えることが， ほかの多 くの質問

に正 しい答えを与 えることになるか らです。

も・し皆さんがふさわしい人 とふさわしい場所

で結婚す るならば，永遠にわたって幸福 な生

活 を送る道が限 りなく開けることでしょう。

したが って，結婚は一時の心のはずみで決

めてはな りません。伴侶の選択は皆 さんの全

生涯 を計画するようなものです。これ以上は

できない とい う入念な計画 を立て，考え，祈

り，断食をし，数ある決断の中で もこれだけ

は間違っていない という確信を得 る必要があ

ります。

本当の結婚 には，心 と同様に思いの一致が

なければな りませ ん。感情にまかせ て決断 を

下 してはな りません。断食と祈 りと真剣な熟

考によって高められた心 と思いで決断する時，

この上な く素晴らしい結婚生活 を体験するこ

とができるのです。

教会員以外の人 との結婚

私はこれ まで若い人々に対 して，教会員以外

の人 との結婚には危険が伴 うことを警告 して

きました。教会員以外の人と結婚 した人は様

様の精神的苦労や教会員以外の人と結婚 した

ことか らくる幻滅感 を味わっているか らです。

しか し，今 日の多 くの若人は， 自分 たちの考

えだけで結論 を出し，事の善 し悪 しを決める

傾向があるように思われ ます。

義 しい生活をすれば永遠の幸福が保証され

る神の宮居があるにもかかわらず，多 くの人

人が治安判事や司祭や牧師の下で結婚 してい
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入並の信仰がなければ先々問題が生しるで しょう。標準や入生

の生き方，経歴の異なるふたりが結婚する ことは，非常に難 し

いことなのてす。無論，例外もあるて しょうが，普通は大変な

困難を伴います。

ることを，私たちは憂慮し，心 を痛めていま

す。

男性，女性のいずれに も言えるこ とですが，

一緒に神殿に行 くこ とのできない相手 を伴侶

に選ぶことは， まった く浅薄なことです。到

底福音を受 け入れそ うもない人に恋する余裕

など，皆 さんにはないはずです。

もちろん， ごく少数ではあ りますが，教会

員 と結婚 した非教会員がバプテスマ を受ける

ことはあ ります。善男善女で，教会貝 と結婚

した後教会に入 り，それは献身的に活発に し

ている人もいます。主が彼 らを祝福 して下 さ

います ように。私たちは彼 らを誇 りに思 うと

共に，彼らに感謝 しています。 しか し，、この

ように祝福 された人々はほんのわずかです。

また，教会に入 らなくて も親切 で，協 力的

で，思いや りがあ り，伴侶が教会の様式に従

って礼拝 したり奉仕 した りするの を許 してい

る人もいます。彼 らの上にも神の祝福がある

ように祈っています。

そのほか結婚す るためにだけ教会に入る人

も大勢います。この ような人々は教会員にな

っても戒め を守ってい くことができません。

彼らの 多くはやがて離婚 します。たとえ離婚

はしな くても， 多くの場合，家庭 の中に様々

な問題， とりわけ宗教問題 を引き続 き抱える

ことにな ります。

しかしなが ら，大半の人は結婚 しても教会

に入りません。調査では，最終的に教会に入
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るのは7名 の うちわずか1名 とい う結 果が

出ています。つ まり教会に入ってもらえる見

込みはあま りあ りません。 また，教会員以外

の人 と結婚 した人のお よそ半数が不活発にな

っています。このように して親が信仰 を放棄

す ると，宗教 を持たないままに育つ子供の数

が次第に増加 します。

そこで 「あの人なら多分結婚 してか ら教会

に入って くれるだろう。だか ら，結婚 してみ

ないことには」 と考えるのは，見込みのない

賭をしているの と同 じです。 この ように一か

八かや ってみるというのは本当に危険なこ と

です。

若い人は往 々に してこのように考えが ちで

す。「そんなことは問題 じゃないわ。万事 うま

くや ってい くか ら。お互いに合わせ るように

するわ。彼は私の好きなようにさせて くれ る

と思 うし，私 も彼に合わせ るわ。生活 も信仰

も私たちな りの方法を見つけ出せ ばそれでい

いわ。」このような考えは決 して寛大であると

は言えません。仮にそうであったとして も，

主の永遠の計画にとらわれないのは，他人の

お金に気前が よいの とどこか似ています。

これまでに多くの女性が涙なが らに私の と

ころにや ってきました。彼女たちは教会の中

で， イエス ・キ リス トの福音の下 で子供たち

を育てたいとどんなにか思っていたことで し

ょう。 しか し，実際にはそれができなか った

のです。教会で責任 を受けたい，什分の一 を



納めたい，神殿に行って死者のために身代 り

の儀 式を受 けたい， 自分 自身の儀式 も受けた

い，永遠に結び固め られたい，そして 自分の

分身である子供たちと永遠に結び固め られた

い と，彼女たちはどんなに望んだことでしょ

う。

しか し，門は閉ざされています。彼女 たち

自らその門を閉 じたのです。また， その門の

ち ょうつがいは しば しばさびついています。

彼女たちに十分に教える人がいなかったのか，

彼女たちが聖典 を学び理解 しなかったのか，

あるいは忠告 を無視 したのです。そして，教

会員以外の人 と結婚 しました。 多分，伴侶は

善良な人だったで しょう。ハンサムだったか

も知れ ません。 また，教養 もあ り十分な教育

を受けた人であったか も知れませ ん。けれど

も，最 も必要 な資格 を持 っていませんで した。

この重大な点を見逃 したのです。彼は王国の

一員 となっておらず
，昇栄に導 く神権iも儀式

も正義 も持 っていなかったのです。

これは，教会員は皆ふさわ しくて，非教会

員はふ さわしくない とい う意味ではあ りませ

ん。ただ，永遠の結婚は神殿外では行 なわれ

ませんし，非教会員は神殿に入ることを許 さ

れないとい うこ となのです。 もちろん，その

ような人も福音に心を向け，その ことを証明

す るならば，教会員になることがで きます。

しかし， 人並 の信仰がなければ先々問題が

生 じるでしょう。標準や人生の生 き方，経歴

の異なるふた りが結婚す ることは，非常に難

しいことなのです。無論，例外 もあるでしょ

うが，普通は大変 な困難 を伴 います。宗教の

違 いはいろいろな衝突を生む原因にな ります。

教会に忠実でも，家庭 に忠実 でも，いずれに

せ よ争いが起 こるか らです。

パウロは言っています。「不信者 と，つ り合

わない くび きを共にするな。義 と不義 となん

の係わ りがあるか。光 とやみ となんの交わ り

があるか。」(IIコ リン ト6：14)恐 ら く，パ

ウロは宗教の違いは根本的な相違であること

を教えたかったのだと思います。

離婚

神殿以外の場所で行なわれた結婚には，離

婚の恐れが大いにあります。教会員の結婚 を

調査 した ところ，神殿で結び固め られた夫婦

の場合，離婚 は16組 に1組 の割合ですが，神

殿外で結婚 した夫婦については5.7組 に1組

の割合 という結果が出ています。これは，神

殿で結び固めを受けた人は，そ うでない人に

比べて2.5倍 も幸福な結婚生活を送れる見込

みがあ るとい うことです。(私 個人 としては，

それ以上の見込みがあると思っています。)神

殿で結び固め られた人々に もた らされる幸福

は，彼 らに喜びと平安 を与え，親子そろって

霊的な気持 ちで昇栄への道 を歩めるようにし

ます。

儀式そのものだけでな く，儀式を受けるま

での準備や儀式に対す る深い感謝の念が， そ

の ような結果 を生むのです。義 しい生活 と神

殿結婚に備 えるとい う責任感 と共に，聖なる

結び固めの儀試 がひ とつに合わされて結婚誓

約 を厳粛な もの とし，家族関係 を神聖な強い

絆で結ばれたものにす るからです。そうして

こそ， この上ない幸福 な結婚生活が続 くので

す。

この世限 りか永遠 にか

さて，生命が永遠であるならば， 当然のこ

となが ら真実の結婚生活 も永遠 でなければな

りませ ん。これは最 も重要なことであり，ま

たきわめて必然的な こ とで もあ ります。治安

判事や地元の指導者による 民事結婚 は，「死

がふた りを分かつまで」の ものであ り，死に
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よって終わ りを遂げます。墓 を越えて続 くの

は 日の光栄の結婚だけです。 日の光栄の結婚

は，その特別な目的のために建 てられ献堂さ

れた聖なる神殿で行なわれます。 この 日の光

栄の結婚だけが死 を越えて，夫婦関係 ならび

に親子関係を永続 させ ることができるのです。

民事結婚は，死の訪れ と同時に終わ りを告

げます。これは確かです。主がその ように断

言しておられるからです。 ところで，このよ

うな女性の声を耳にしたことがあります。「で

も，私の夫は善良な人でした。ですか ら，夫

とは永遠に結ばれるはずです」 と。 しか し，

た とえそれが真実であっても， そのような考

えは間違っています。神が語ってお られ るの

ですから，永遠の結婚 をす る機会はあったは

ずです。神はその僕 を通 して計画 を示 して下

さいました。 しか し，福音を聞き，それ を受

け入れる機会の一度 もなかった人については，

若干異な ります。彼 らは霊 界で福音 を聞 くこ

とができます。そして，地上において彼らの

ために行なわれる代理の儀 式に よって，彼 ら

もひとつ となるこ とができます。 しか し，主

のみ言葉を聞き，聖典 を持ち，何度 も証 を得

て，その大切 さを知 っている私たちは，明 日

では遅す ぎるのです。い くら義 しい生活をし

て も精々天使にしかなれませ ん。 また，私た

ちは結婚 しなくて も日の光栄の王国に到達す

ることができますが，導きと恵み を施す天使

に しかなれません。

おわか りの ように，正義だけがすべてでは

ないのです。正義はふたつの重大な要素の う

ちのひ とつですが，正義だけでは不十分です。

正義と儀式の両方がなければな りませ ん。

この大切 さ，素晴 らしさがわか っていた ら，

だれしも結び固めの儀式 を受けるために世 界

中に出かけて行って もよい と思 っでしょっ。

距離や金銭や いろいろな状況 も，主の聖 なる
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宮 で結ばれるためなら問題にはな らないので

す。

この教えには どのような偏見もあ りません。

問題は定められた目標に到達す るための計画

に従 うか どうかです。計画に従わなければ目

標 に到達することはできません。大学におい

てさえ，正式に登録 して授業 を受け，必要 な

単位 を取得 しなければ，決 して学位は得 られ

ないのに， ましてや永遠の計画にいい加減な

ところがあるはずがないのです。

未婚 の男女

若者 たちを外か ら眺めてみると， この本来

の務め あるいは希望 を十分に達成 していない

のではないか と思われ る若い男女が います。

その中には伝道経験のある人もいれば，学業

を一通 り終えた人もいます。けれ ども，彼 ら

は最 も大切 な結婚の時期を過 ぎています。い

わゆる適齢期が過 ぎ，魅力的で有能 で望 まし

い人物であ りながら孤独です。

私たちはその ような方にこのように申し上

げます。皆 さんは御 自分の家族や教会や社会

のために働 くことによって，世 の中に多大の

貢献 をしています。主は皆さん を愛 し，教会

も皆 さんを愛 していることを忘れてはなりま

せ ん。ただ，女性の方にこのことを申 し上げ

ておきます。それは，私たちに男性の思いや

りや愛情を支配することはできないといっこ

とです。 しか し，皆 さんがその目的 を達成で

きるようにお祈 りしています。 と同時に，私

たちは皆さんに，事永遠 に関す る限 り，本人

の力でどうに もならない豊かで貴重な永遠の

祝福を取 り上げ られてしまうことはないとお

約束 します。主は決 して約束を違えられるこ

とはあ りません。義人は皆，最終的にはその

資格のある人に与 えられるすべての ものを受

けるのです。つ まり， 自らの過 ちによって失



男性も女性も身なりを整え，きちん とした服装を して，時勢に

遅れないように，また精神的，霊的，肉体的，とりわけ道徳的

に好ま しくあるように努めて下さ'い。そのようにすれば天の祝

福を授ける という主の約束を心から信頼でさるはずです 。

うものがないか らです。男性 も女性 も身な り

を整え， きちんとした服装 をして，時勢に遅

れないように， また精神 的，霊的，肉体的，

とりわけ道徳的に好ましくあるように努めて

下 さい。そのようにすれば天の祝福を授ける

とい う主の約束を心か ら信頼できるはずです。

結婚の大切 さ

幸福 で尊敬 され るよ うな立派な結婚 をする

ことは，正常な人な らだれ しも第一に 目標 と

す るところです。結婚は，堅 固で幸福 な家庭

をつ くり，子孫をもうけ るために主が定め ら

れたものです。ですから，結婚 を故意に避け

る人は正常 とは言えず， また自己の計画 を空

しくしている人です。

私がここで 「正常」 という言葉 を使ったの

は，主がこの地上にアダム とイヴ，すなわち

最初の男性 と女性 を一緒に置き，聖な る結婚

の儀式によってふたりを夫婦 とし，御 自ら 「正

常」の規準 を定め られたか らです。ふた りは

その構造においてまった く異な り，果たす役

割 も違 っていました。主は彼 らに 「生めよ，

ふ えよ，地に満 ちよ，地を従わせ よ」(創世1

：28)と 言 われました。 しか しほかに儀式を

行なわれた様子 も見られ ません。

したがって，結婚す るのが正常であ り，結

婚 したら子供 をもうけるのが正常 であ り，当

然のことで もあるのです。結婚 は天の神が私

たちのために計画 されたことであって，すべ

ての人は結婚 を望み，計画すべ きです。それ

が神の定め られた道 なのです。

結婚なんて した くない，子供なんか欲 しく

ない，結婚す る気はないし， その必要 もない

と思っている， などと言 う人がいたら，それ

ははなはだ近視眼的な考えだ と思います。

多くの人が この結婚 という義務をい とも容

易に軽視 している事実は，穏やか ならぬこと

です。近年，雑誌や新聞紙上で見 られるよう

に，実に 多くの人々が独身主義 を宣言 してい

ます。彼 らは独身でいる方がはるかに気楽で，

負担 もない と思っているのです。 しか しそれ

では，彼 らはいつ までも成長できず，神々に

なることは永遠にできませ ん。

ある若い女性から， 自分が時々デー トする

相手の若 い男性は結婚 に関心がない という手

紙を受けたこ とがあ ります。しか し，私には

モルモ ン社会の若い男性があれこれ言い訳 を

して，結婚相手 を見つけないように している

とは思 えませ ん。若い男性にも選択の自由が

あ ります。だれを相手に選ぶか，選択する権

利があるのです。

長老定員会会長 をしているひとりの若い男

性は， あまりにも忙 しすぎて結婚 できない と

いうことで した。忙 しいのは結構なことです。

しか し，長老定員会の会長 であれ，他の職 に

召されている者であれ，結婚に伴 う義務 を果

たせないほ ど多忙 な人はだれ もいません。

また，祝福文に近い うちに結婚すると約束
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結婚なんて した くない，子供なんか欲 しくない，結婚する気は

ないし，その必要もないと思っている，な どと言う人がいたら，

それははなはだ近視眼的な 考えだと思います。多くの入が この

結婚 という義務をいとも容易に軽視 している事実は，穏やかな

らぬ ことです 。

されていたので，結婚に対 してあまり努力を

しなくなった とい う若い男性 もいました。そ

こで私は皆 さんに，皆 さんが受けている祝福

師の祝福はすべて，皆 さん 自身が何 らかの努

力をしなければ決 して成就 しないというこ と

を申し上げたいと思 います。

学業を終えることが まず第一 だという男性

もいました。 しか し，学業 を終えるまで結婚

を延ばす必要はありませ ん。現 に，多 くの人

人が結婚 してから学業 を終 えています。その

間，伴侶の大 きな支えがあったことは言 うま

でもあ りません。

また，結婚 しないで，主の天使 として 日の

光栄の王国で昇栄 を得 ることが望みだとい う

男性 もいます。彼には福音が理解で きていま

せん。 日の光栄の結婚誓約 を拒む者は，ひ と

りとして神の王国において昇栄を得ることは

できないからです。

「日の光栄には三種の天界
，すなわち三種

の階級あり。

而してその最 も高 きものを得んために，人

はこの神権の位(す なわち新 しく且つ永遠の

結婚誓約 を言 う)に 入らざるべか らず。

人もし然せずんばそれ を得 るこ とを得ず。

人は他の天界に入るを得べ し。 され ど，そ

はすなわちその人の光栄の国の行 き止 りに し

て，また殖ゆること能わず。」(教義 と聖約131

1-4)

その ような人は昇栄 も，永遠に子孫 をもう

6

け ることもで きないのです。

主は教義 と聖約第132章 で， さらに次のよ

うに言ってお られ ます。

「何 人もすべてこの誓約 を拒絶す るを得て
，

而 もわが光栄に入るを許さるる者あらざれば

なり。」(教 義 と聖約132：4)

正義 や知性や教育の程度は問題ではないの

です。新 しく且つ永遠の結婚誓約に入 らない

限り，だれも最高の光栄 に進むこ とはできま

せん。

主のみ言葉 を読んでみましょう。 これは主

が直々に私 たちに下 されたみ言葉です。

「この新 し く且つ永遠の誓約に就 きては，

こはわが最高完全なる光栄のために定め られ

たるものにして，わが最高完全の光栄 を受 く

る者はこの律法を守 らざるべか らず。またこ

れ を守 るもの とす。……

この故に，彼らこの世 の外に去る時は，め

とり嫁 ぎす るこ とな くして彼 らは天に於て天

使に任命せ らる。而 してこれ らの天使は，彼
はるか ふさわ

らよりも遙に高き光栄に適 しき，また優れた

る光栄，永久の効ある光栄に適 しき者に奉仕

すべき奉仕の僕 なり。

これ らの天使はわが律法を守 らざりし故に，

殖 ゆることを得ずしてただ別離孤独にて最高

の栄に進み得 るこ とな く救われたるまま永久

に変 らず。これ を以て，彼らは神々にあ らず

永久に神の天使たるな り。」(教 義 と聖約132：

6，16-17)



中には，「私は天使になれるだけ で十分 で

す」 と言 う人 もいるか も知れ ませんが，皆 さ

んは満足できないで しょう。王になることも

できるのに，人々に導 きと恵みを施す天使に

なるだけで満足できる人はいないはずです。

そこで重ねて申し上げます。結婚 をす るの

は当然のことです。それは，この世界の山々

が創造 されるはるか昔の世の初めに，神が定

め られたか らです。「男なしには女 はないし，

女な しには男はない」(1コ リン ト11：11)こ

とを忘れないで下 さい。

ロレンゾ ・スノー大管長 は， 日の光栄の結

婚の大切 さを次のように述べています。

「ふた りの末 日聖徒が結婚によってひとつ

に結ばれる時，ふた りにはその子孫が永遠か

ら永遠に至 ることが約束 される。ふた りは子

孫の救い と昇栄 と栄光 を永遠に支配 し，治め

る権利 と権能 を保持す ると約束されるのであ

る。た とえこの世で子孫に恵まれな くても，

必ずや来世 では子孫 をもうけ る機会があるで

あろう。このほかに望む ことがあるだろうか。

来世で 日の光栄の体 を持つ者は男も女 も，病

気か ら解放 され，言い尽 くし難い栄光 と美 し

さに包まれて，子孫の中に位 し，彼 らを統治

し，生命 と昇栄 と栄光 をとこしえに享受する

のである。」(ロ レンゾ ・スノー，7「肋D6s6勉

隔6妨 ・「デゼ レ ト・ウィー ク リー」1897年4

月3日 付，p.481)

皆 さんはこの計画の規模 の大 きさを想像す

ることがで きますか。計画が理解 できそうで

すか。 ともあれこれだけは覚 えておいて下 さ

い。それは，昇栄 はイエ ス ・キリス トの王国

の義なる会員とな り， 自身のエ ンダウメン ト

を受けて今 も永世 にもわたっても結び固め ら

れ，その後 も義 しい生活を続けては じめて得

られ るものだとい うことです。 これは人間の

解釈ではあ りませ ん。天父の計画です。その

ことは聖典にはっきりと示 されています。無

益な因襲でもなければ，空 しい宗教的儀式で

もあ りません。理解 できない人がいたら，神

の ことは神のみたまに よって理解 できるので

すか ら，その人は理解 を得 られ るように天父

に近づ く必要があ ります。

主の計画は不変です。主の律法 も不変です。

主の計画 と律法が変更 されることはあ りませ

ん。皆 さんや私の考えで律法が影響 を受ける

とい うことはあ りません。律法が入れ替わる

とい うこともないのです。世の 多くの人々は，

主は慈悲深い御方なので最終的には何 もしな

くて も祝福 を与 えて下 さると思っています。

しか し，憐みが正義 を無にすることはないの

です。大学教授はわずか2，3週 間かそこい

らのそそ くさとした研究に博士の学位を与え

はしませんし，主 も正義 を犠牲にされるほど

憐み深 くはありません。この限りな く広大な

計画にあって，私たちはそれぞれ相応の もの

を受 けるのです。何であれ成 り行きにまかせ

てはな りません。

義にかなった結婚 をして，ふ さわしい生活

をして下 さい。そして，結婚に伴 う役割 を十

分に果 たして下さい。

主が末 日聖徒一 人一 人を祝福 して下さって，

結婚前 も結婚後 も正 しい決定に正面か ら取 り

組む ことができるように願 っています。私た

ちの幸福 とこの世の業に大 きな影響 を及ぼす

これ らの重要な決断を下す際，私たちに最 も

大きな力と助け を与えて下 さる御方は私たち

の天父です。私はこのことを証致 します。

◇ ◇
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備えの神権

マ ー ビ ン ・K・ ガ ー ドナ ー

ウ イ ル フ ォー ド'ウ ッ ドラ フ は ま だ ア ロ ン

神権の祭司の時であった1834年 に，アー

カンソー とテネシー両州 で伝道の業に携わっ

たが，彼はしばしば聖なる力によって命 を守

られ，天使の導 きと恵みを受けた。アロン神

権の大切さについて，彼は後にこう証 している。

「人は神権の どの職にあろ うともそれ を恥

としてはならない。…… もし神権者がその召

しを全力を尽 くして遂行するならば，祭司で

あろうが，使徒であろうが何 ら関係ない。……

祭司は天使の導 きと恵みを受け る鍵 を有 して

いる。 これまで私は使徒だからといって，あ

るいは七十 人，長老だか らといって，祭司の

職にあった時以上に主の特別の加護 を受けた

糠
醗議灘 、

醸墾
・ 露

灘 ，
騰1廠 賜

騨 耀翻
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ことはないのである。主は示現や啓示，ある

いは聖霊 を通 して私の行 く手に起 こる数々の

事柄 を明 らか に して こ られ た。」(η 躍DガS-

ooπ鴬θsζゾ備 〃bπ1レ7bo47げ 「ウイルフオー

ド・ウッ ドラフ説教集」G・ ホーマー ・ダラ

ム編，pp.298，300)

12歳 か ら18歳 までの年齢の男子が普通有す

るアロン神権は現在 も依然 としてその効力を

持 ち，その職の尊厳と権能は変わることがない。

神権者の訓練

若い男性たちは神権 を行使す る時に，教会

にあってひとつの大切な奉仕 をすることにな

る。 しか しもっと大切なことは，神権 を行使

することによって神権の権能の重要性 を知 る

ことができるとい うことである。

ケネス ・ミクリヤの場合 を紹介しよう。彼

が福音に改宗 した時，セン トパウロ ・ミネソ

タ第1ワ ー ド部の祭司定員会が，監督の指示

に従ってバプテスマの儀式 を行な う手はず を

すべて整えて くれた。17歳 の祭司の兄弟が司

会 を務め， もうひとりが霊的な話をし，別の

少年がバプテスマ を施す といった具合である。

その後，ケネスはアロン神権を受け，執事 と

教師，祭司の職 を与えられた。しか も，聖任

の儀式はすべて祭司定員会の仲間が行なって

くれたのである。「それは携わったすべての若

い神権者 たちに とって実に意義深い体験でし

た」 と，セン トパウロ ・ミネソタステー キ部

の トーマス ・A・ホル ト兄弟は語る。「彼らは

皆神権 を身近に感 じるようにな りました。そ

してそのほ とん どが現在宣教師 として働いて

い ます。」

アロン神権は また， メルケゼデ ク神権 を受

ける備えをさせ る神権 でもある。執事や教師，

祭司には，貴重な現職指導訓練が施 される。

「アロン神権定員会ガイ ドブック」は
，毎週

行なわれる定員会会長会で20-30分 の訓練 を

施す時に使用されるものであるが，これには

定員会の管理，委任 とフォローアップ，定員

会会員に義務 を教える，活発化，伝道の準備

といった項目ごとに役 に立つ情報が記載 され

ている。

これらの訓練会 は効果があるか

確かに効果がある， と若 い兄弟たちと彼ら

の神権指導者は口をそろえて言う。ワイオ ミ

ング州 ラベル出身の祭司であるランデ ィー ・

ベデ スは執事定員会会長になった時のことを

回想してこう述べ ている。彼は特別活動の計

画か ら準備，プログラムの進行に至るまです

べてを自分で行なお うどした。「でも，もっと

よい方法があることを学んだものですか ら」
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と彼は語る。現在，祭司定員会において監督

の第一補佐 を務め る彼は，他 の人 と責任 を分

担 し，行なうべ き事柄に対 して明確な指示を

与 え， よくフォローア ップす るよ うに してい

る。「そうす ることによってさらに多 くのこと

ができます。それに大勢の人の力が結集で き

ます」 とランデ ィーは言 う。

このような指導訓練は非常に価値あるもの

なので，すべての若い兄弟たちがア ロン神権

の指導的立場に就 く機会にあずかれ るように

していただきたい， と中央若 い男性会長のニ

ール ・D・ シェイラー兄弟は語る
。 シェイラ

ー兄弟は監督 として働 いていた時に，これ を

試みた。その結果，定員会への出席が増 し，

しか も青少年が指導者 としての責任 を大切 に

受け入れることがわかった という。

シェイラー兄弟は続けてこう語 る。「もちろ

ん，定員会会長会は霊感によって召されなけ

ればな りませ ん。しかし，もしもすべての少年

にその備えができているな らば，彼 らが別の

定員会に移 る前に，全貝にた とえ数 カ月でも

定員会会長 としての経験 を与えた方がよいと

思います。そうすれば，彼 らは指導性，奉仕，

証などについてさらに深 いもの を学び取 るこ

とができます。これらはどれ も彼 らがメルケ

ゼデ ク神権者 として伝道に出た時に大いに役

立つからです。」

伝道の準備

シェイラー会長の言 うように，伝道の準備

はアロン神権 を受けた時に始まる。全世 界の

指導者は現在，ひ とりで も多くの宣教師を送

り出そうと努めている。例えば，ロズウェル ・

ニューメキシコステーキ・部 クロビスワー ド部

のウイラー ド・R・ フィリップス監督は，各

執事 との最初の面接の際に，宣教師推薦書に

必要事項を書き込んでいく。そして予言者，

10

主 ，そ して監督 自身 も彼 らに伝道の準備 をす

るよう望んでお られることを伝 えるのである。

その後は毎年1回(祭 司 とは2回)宣 教師推

薦書 を傍 らに，必要 条件について話 し合いを

す るという。

ハー トフォー ド・コネチカットステーキ部

サウシン トンワー ド部の ドン ・A・ フロー リ

アン監督は， カー ドのファイルを作 り， 各青

少年に年に最低2回 聖餐会で話 をする責任 を

与えている。さらに， 自分 で働 いて伝道資金

をためるように勧めている。

そのほか，祭司たちにはワー ド部にいる専

任宣教師 と親しく交流する機会を与えている。

また，宣教師の服装の標準に従 うよう教えた

り，家庭集会の手伝いやバプテスマを施す責

任を与えた りしている。

ホームテ ィーチングも青 少年に伝道の備 え

をさせ るのに大いに役立っている。ユ タ州プ

ロボのポール ・ニールセン兄弟の場合，伝道

に出るまでホームテ ィーチャー として父親 と

3軒 の不活発な家族を担当 していた。伝道の

召 しが来て，宣教師訓練センターに入って間

もな く， ポールはそのうちの一家族が神殿に

参入し，結び固めの儀式 を受けたという知 ら

せ を受けたのである。「これを聞いて私は励 ま

され，一生懸命伝道 しようとい う気にな り，

スペ イン語や レッスンプランを学ぶことにも

意欲が湧いてきました。私が伝道活動で味わ

った最初の実は本当に甘い ものでしたか ら，

私は単に立派な宣教師になるだけでな く，そ

れ以上のものを目指そうと心に決めました」

と彼1よ言吾る。

奉仕の機会

アロン神権定貝会の主な 目的のひ とつは，

大切な奉仕の場を提供することである。「アロ

ン神権定員会ガイ ドブック」には，会長会が



このような定員会活動を計画準備できるよう

訓練する方法が記載 されている。

ソル トレーク ・ウイルフォー ドステーキ部

グラン ドビューワー ド部の場合 を例 にとって

みよう。 ここの教師定員会は人知 れずに奉仕

するという活動 をしている。これには普段あ

まり積極的でない定員会会員も興味 をもって

参加 している。ある時ワー ド部の若 い男性会

長が根菜類を貯蔵す るための穴 を掘 っていた。

すると定員会の少年たちは夜の問にその仕事

を終え，後にカー ドを残 して帰った。その カ

ー ドは
， コー トのえりを立て帽子 を深 くかぶ

った男の影絵に 「グラン ドビューワー ド部の

まぼろし団」 とサ インした ものであった。

彼 らはまた母親の助け を借 りてパ ンやパイ

を焼 き，近所の家の玄関先に置いて立ち去る

のである。ほかに も道路の雪かきをした り，

病人にお見舞いカー ドを送 った りす る。忙 し

い教師定貝会の会長 自身 も奉仕の報いを得た。

定貝会会貝のひ とりが秘かに定貝会会長の自

転車を修理 し，「まぼろし団」のカー ドを残し

て行ったか らである。

ツー ソン ・ア リゾナ第11ワ ー ド部のマイケ

ル ・モーラー監督は， 自分のワー ド部の祭司

たちは外出のできない人々に定期的な奉仕活

動 を行なっていると語る。彼 らは 日曜 日にそ

の ような人たちの もとを訪れ，短い聖餐の儀

式 を執 り行なった り，親睦 を深めた りしてい

る。「これは青少年が 自らの責任の重大さを知

るとて もよい機会です。 そして，それは成人

の方々にとって もとて も有益 な場 となってい

ます」 とモー ラー監督は言 う。

青少年は，意義深い奉仕活動 を経験するこ

とによって，人のためにどのように自分を捧

げたらよいか を学ぶのである。ユタ州ペ イソ

ンの14歳 の教師デール ・ドレイパー兄弟は犠

牲を払 うことを喜びとしている。「犠牲を払 う

ことは素晴 らしいことだと思います。主のため

に働 いているという気持 ちになれるからです。」

そのほかの祝福

アロン神権は，若 い男性の生活のあらゆる

面に影響 を及ぼす。アイダホ州ナンパの17歳

の祭司バー ト・マ クナイ ト兄弟は，神権が父

親 と自分との関係によいものをもた らしてい

ることを知るようになった。「ぼ くは神権につ

いて父 といろいろ話 し合い ます。生活の中か

ら誘惑を払いのける方法や主にどのように信

頼をおいた らよいかについても話 し合います。

そんな時，それ以外のことでも気楽に話がで

きるのです。ぼ くにとって父は友達 です。」

アロン神権の時の様々な経験はまた，若い

男性が結婚や父親としての備えをす る上で大

いに役立 っている。事実，指導性，伝道，奉

仕について学びなが ら，将来家長 となった時

に求められる責任感，協調性，犠牲的精神な

どを身につけてい くのである。若い男性 また

はアロン神権定員会に求め るものはこれで十

分だろうか。

いや まだまだ十分ではない，とスペンサー・

W・ キンボール大管長は語 る。「私たちは，教

会の若 人に，奉仕 を通 じて霊を成長 させる有

意義なことをなす機会 を絶えず提供す る必要

がある。若人は普通，有意義なことをなす機

会が数 多 く与 えられたか らといって教会か ら

不活発になることはない。福音が人々の生活

の中で生 きていることを自分 自身の 目で確か

めた青少年 は，王国における自分の義務 をお

ろそかにした り，果たさずにおいた りは しな

レ、 ・・一。・o

私 たちは今，高貴な世代 を育てている。……

彼 らには特別に果たさなければならない仕事

がある。」(『少年たちは身近に英雄 を必要 とし

ている』「聖徒の道 」1976年8月 号，pp.358-59)
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良き羊飼いの

代わりに

ダ ー ラ ・ラ ー セ ン ・ハ ン ク ス

乙



マ ーガレッ トは赤ちゃんの泣き声 を聞 き・

重い 目をゆっ くりと開け ました。筋肉は

痛み，頭 もすっきりしません。「悪 い時に風邪

にかか った ものだわ。」夫は出張 中です し，

ふた りの小さな息子は食べ物 をほしがること

でしょう。そうか と言ってこの町に越 して来

たばか りのマーガレットには助けを頼む親戚

も友人もいませ ん。電話 もまだ付 いていない

のです。

マー ガレットは起 き上が り，ふらつ く足で

子供たちの朝食作 りにかか りましたが， あま

りのつ らさに涙がでてきました。 とにか くや

っ との思いで食事の支度 を終え，ベ ッ ドに倒

れ込んだ時には，熱 と悪寒で震えが止 まりま

せ ん。2歳 のマーチ ンと1歳 のケ リーはまだ

幼 くて何 もわか らず，マーガレッ トの体 の上

に乗 ってきて遊ぼ うとします。

10時 頃にまた新 たな頭痛の種が生 じました。

ケリーに母親 と同 じ症状が出てきたのです。

ケリーは ぐずつ き，母親にまとわ りついてば

か りいます。ケ リーの熱が上がるにつれてマ

ー ガレッ トの気力はな くなってゆきます
。「自

分 こそ看病 してもらいたい時なのに， どうや

って病気の赤ちゃんを看病 した らいいのか し

ら。」その時玄関の戸 をノックする音が聞 こえ，

マーガレットは助かったと思 いました。だれ

かわか りませんが，こ うして困っている有様

を見ればきっと助けて くれる と思 ったからで

す。

熱っぽい体のケ リー をしっか りと抱いて，

寝室か らよろめ くように出て くるマーガレッ

トのガウンの裾 をマーチンが引っぱるように

してついてきます。戸 口に立っていたのは，

クック姉妹で した。彼女は前の週の扶助協会

で親 しくして くれた，隣に住む教会員でした。

「ああ， クック姉妹，ようこそ来て下 さい

ました/」 マーガレットの言葉は途切 れがち

でした。

「どうも体の具合がよくあ りませんの。そ

れに， ケリーに も移ったようなんです。」

「まあ
，それは大変ですわね。」クック姉妹

は続けて言いました。「きょう，お寄 りしたの

は，来週の扶助協会のレッスンでお願いした

いことがあったからなんです よ。 ご存知か と

思 いますが，私，社会の教師なんです。」クッ

ク姉妹はマーガレットに，何か書 き込んだ用

紙を渡 しました。

「ええ
，わか りました。」マーガレットは小

さな声で答えなが ら， 目を伏せました。

クック姉妹 は相変わ らずにぎやかな調子で

続けます。「どうもあ りが とうございます。そ

れ じゃ，失礼 します。これからマカリマター

姉妹 と訪問の約束があるものですか ら。お大

事にね。では， ごめん下さい。」

ドアを閉め るマーガレットには，ただ自尊

心か ら丁寧な言葉 を返す しかあ りませ んでし

た。

彼女 はうつ ろな面持 ちで居問へ戻 り，ケ リ

ー を抱いたままソファーに腰 をおろしました。

気 をしっか り持たなければ と思い直し，震え

る手に握 りしめていた紙に 目をや りました。

するとそこには見出しに太線で 「わたしの小

羊を養いなさい」(ヨ ハネ21：16)と 書かれて

いました。何 とい う皮肉な巡 り会わせで しょ

う。思わず笑いがこみあげてきましたが， 目

にはいっぱい涙があふれました。

私たちは，周囲の人々の 本当の必要を見落

とした り，見過 ごした りす ることが 日に何度

13



あることでしょう。'私たちが優先順位の判断

を誤ったために， どれだげの小羊が食物を与

えられないまま床 に就いていることでしょう

か。いざという時にはこぞって援助 を申 し出

るのに， 人々の生活の小 さな危機， それ も劇

的でないだけで，現実度，切迫度，重要 さの

どの点 をとってみて も決 して劣るわけではな

いのですが，そ ういう小 さな危機 を私たちは

見逃 しがちです。多くの人が教会の既定のプ

ログラムに専心す る余 り， 人間の基本的必要

を満たす予期 しない機会が巡 ってきてそれに

気づかずに見過 して しまいます。自分のして

いる善いことを数 え上 げて満足 している一方

で，残念なが ら善いことを行な うとい うそ も

そもの定義を完全には理解 していないように

思われます。

数年前ユタ州立大学のインスティテユー ト

の クラスで，ひ とりの素晴 らしい教師が感銘

深いレッスンをして下 さいました。彼は生徒

たちに，福音に本当の意味で従 うために，実

行 している事柄 を全部あげさせ ました。 リス

トの大半は，「定例集会に必ず出席するように

している」，「知恵の言葉を守っている」，「聖

典の勉強をしている」，「毎 日祈 っている」 な

どといった答えで した。 ところが教師は， リ

ストにあが った事柄のほ とんどは福音に従 う

ことの準備にす ぎず，本当の意味で福音に従

っていることの証明にはならない と言いまし

た。

教会の集会でどんなに多くのレッスンや話

を聞き，語ったとして も，そこで学んだ原則

が私たちの行動に反映されなければ，正義 を

行なっていることにはな りません。正直につ

いてのレッスンを100回 聞 いたとして も，仕

14

事 の上で正直 を貫 き通すのは不可能だ と考え

ているならば，教会で過 ごす時間に何の益が

あるで しょうか。

知恵の言葉をきちん と守っていても， その

ことで知恵の言葉を守っていない人より自分

の方が勝れていると考えているならば， また

聖典の知識が どんなに豊かであって も行ない

に愛や寛容が欠けているな らば，私たちはパ

リサ イ人と何ら違わないのではないでしょう

か。

たとえ普段の祈 りをしていて も，み業 を行

な う力 と導 きをもたらす主 との相互交流がな

ければ，私たちはキ リス トに従 う者の中に必

ず しも数 えられ ません。病 人や悩む人の救 い

を求めて熱烈に祈 った としても，忙 し過 ぎて

耳を傾け るべ き子供や，助け を欲 している病

人にかまっことができなければ，それは単 な

る言葉 にす ぎないのです。

読み，聴 き，集会に出席し， 人に良い印象

を与えるだけでは不十分です。最 も大切 なこ

とは主の子供たちのために働 き，主の子供 た

ちと共に積極的に奉仕することです。ヤコブ

の手紙にこ う記されています。「御言を行 う人

にな りなさい。おのれ を欺いて，ただ聞 くだ

けの者 となってはいけない。」(ヤコブ1：22)

み 言葉 を行な うとは， 自分の周囲の人々に十

分心 を配 り，彼らを参画させ，見せかけや弱

点を越えて心の奥底 を見ることです。それは，

困っている人を助 けるために， 自分の予定 を

変更し，不都合 を甘ん じて受け，必要であれ

ば約束 をも後回しにするほ どの思 いや りを示

すことです。

言うまで もなく，律法に厳格に従 うことは

大切です し， それでこそ律法の精神 を知 るこ

♂



とができます。救 い主はこう言われ ました。

「それ もしなければならないが， これ も見の

が してはな らない。」(マ タイ23：23)

多 くの末 日聖徒が，この ような心か らの関

心によって人生 を変 えるような体験 をしてい

ます。 これか ら紹介する話は実際にあった話

です。名前だけは仮の名 を使わせていただき

ます。

ロー ソン姉妹は講演 と旅行， そのほか雑用

で忙 しい毎 日を送 ってい ます。そうしたある

夜，ロングビーチ ステーキ部の若 い女性たち

に道徳につ いての講演 をしました。その中に

彼女の話に胸 を打たれて，いて も立 ってもい

られな くなったジ ョイスというひ とりの女性

がいました。

集会後，ロー ソン姉妹の周 りには話 をした

い女性たちが集 まって きました。ジョイスは

その中に入って行 く勇気 もな く，さ りとて立

ち去 ることもできずに，ひ とりで座 っていま

した。そしてみんなが帰 った後 も，後ろの 目

立たない席で じっと待っていました。すでに

夜 も遅 くなってい ました。 ロー ソン姉妹 は疲

れ切 っていましたので， 少しでも早 く家族の

待つ家へ帰 りたいと思 ってい ました。これか

らかな りの距離を ドライブして帰 らなければ

ならなかったからです。

ステーキ部の指導者 たちが電灯 を消し，建

物の鍵 をかけ始め ました。ジョイスはそわそ

わ しますが，なかなか決心がつきませ ん。ロ

ーソン姉妹が机の上のものをまとめている間

も何度か帰って しまお うと腰 を浮かせ ました

が， どうしても帰 るこ とができませんでした。

そこで意 を決 したようにロー ソン姉妹の方 を

向 くと，早口でこう言いました。「ローソン姉

妹，すみ ませんが，お話 して もよろしいでし

ょうか。」 ロー ソ ン姉妹 は疲れも忘れ，ジョ

イスの腕 を取 って建物の正面にある階段の所

へ連れてい くと，ふた りで話 し始め ました。

ジョイスは少しずつ心の思いを打ち明けまし

た。彼女は取 り返 しのつかない重大な過 ちを

犯す ところで した。 しか し， ロー ソン姉妹の

助言 と助けによって，その過 ちを避けること

ができたので した。

ジョイスの家はロー ソン姉妹の家 とは反対

方向に80キ ロも行った所にあ りました。そこ

でロー ソン姉妹 はその晩， ジョイスを送って

往復160キ ロ車を走 らせ ることになりました。

その道々，彼女はジョイスの気持ちを聞 き，

ジ ョイスの身になって考え，ジ ョイスが今行

なお うとしていることが どんなに重大なこと

かをやさしく説いたのです。 ジョイスは車を

降 りる時， 自分の問題を両親に打ち明け，二

度 とそのような窮地に陥 ることのないように

すると約束 しました。

それから何年か経 って，ロサンゼルス神殿

でロー ソン姉妹の もとにひとりの美 しい花嫁

が駆け寄って きました。「私 を覚えていらっし

ゃいますか。」花嫁が尋ねました。「ジョイス

です。5年 前， ガーデ ングローブで重大な過

ちを犯す ところを救っていただいたあのジ ョ

イスです。ローソン姉妹が，あの晩，私の話

を聞いて助 けて下 さったおかげで， きょうこ

うして正 しい方法で結婚できるのです。」

主の小羊を養 う時に大 きな喜 びが得 られま

す。そ して今 日ほどその ような謙遜な羊飼い

が必要 とされている時はありません。「御言を

行 う人になりなさい。おのれ を欺いて， ただ

聞 くだけの者 となってはいけない。」
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質 疑 応 答

リン ジ ー ・R・ カ ー チ ス

カ リフ ォル ニ ア ・オー クラ ン ド伝 道 部 長

「私はこれまでいつも祈るようにと

教えられてきま した。 しか し， しば

しば祈リの答えが得られないように

感Uら れるのです。 自分なりに信仰

を持ち，ふさ'わしい生活をしている

つも りですが，一体どう したらよい

ので しょうか。」

多 くの方々が同 じような問題 を抱えていま

す。私たちはだれでも，祈 りの答えが得られ

ずに悩み苦しむことがあると思い ます。それ

は私たちが困難な状況にある時です。万事 う

まくいっていれば，祈 りが答えられるかどう

か心配などしないのが普通です。 どころが，

困っている時や特別な助けが必要 な時には，

特に熱心に祈 りの答えを求めます。そ して，

16

本誌の解答 は問題解 決の一助 と して与え られた もので

あ り，教会 の教 義 を公式 に宣言 するものではあ りませ

ん。

答えが得 られないと， ます ます助けが必要に

思 えてきます。

そのような状況に置かれれば，「父なる神様

どこにおいでですか」，「私 の祈 りをお聞 きで し

ょっか」 と問いた くなるの も無理か らぬ こと

です。

この ような疑問に答えるには，神が不変の

御方であることを思い起 こす必要があ ります。

神は無分別で気 まぐれな御方ではあ りません。

前 もって定められた原則に従 って万事 を動か

してお られるのです。私たちを決 してひ とり

にはしない という約束を与 えて下 さったこと

を忘れてはな りません。

そこで私が思 うに，祈 りの答えが得 られな

いのは，主に問題があるのではなく，問題は

求めている私たち， もしくはその内容にある

ようです。

祈 りの答えを遠 ざけている共通の問題は何

でしょうか。そのひ とつは，性急に求め過 ぎ

ることです。私 たちは祈 りの答えがす ぐに与

えられ るもの と考えるこ とがあ ります。 しか

し，主はそのような約束は しておられませ ん

し， しば らく時間を置いた方が私 たちのため

になるこ ともあるのです。祈 り終えて，直ち

に， あるいは一 日，一週間， また一カ月たっ

て も答えが得られない と，私 たちはす ぐに，

主が祈 りに答えて下 さらないのではないだろ

うかと思 い込んで しまいます。 もちろん， こ

れは重大 な誤 りです。祈 り続ければ，答えを

得 られると約束 されているのです。 しか し，

祈 り求めな くとも答えを下さるとか，祈れば

即座に答えて下 さるという約束はあ りません。

2番 目の問題は，注意 して聴 こうとしない

こ とです。私 たちの五感はいつ も外部か らの



刺激の渦の中に さらされています。ひ ざまず

いて祈れば床の感触が，腕 を組めば，その感

触が残 ります。 また，家の前を走る トラ ック

の騒音，窓ガラスを打つ雨音，部屋のすみで

時を刻 む時計の音なども耳に入 ります。これ

では，霊的に十分な静けさを得て，主が語 り

かけられる事柄 を聴 くこ とが困難になるの も

無理あ りませ ん。 しか し，主のみ言葉 を聴 く

努 力をしなければ，情況は一層悪化 して しま

い ます。私たちは感情 を込めて真心か ら声 を

出して祈 ってはいますが，祈 り終わるとす ぐ

に布団に潜 り込んだ り大急 ぎで会社へ 出かけ

たり，祈ったことに関係のない話 を家族 とし

たりしています。

このような状態で， どうして主か らの答え

に耳を傾けるこ とができるので しょうか。最

良の状態で霊的な交わ りを持つ方法を習得す

るには，実践 と忍耐が必要 です。重ねて申 し

ますが，問題は主にあるのではな く，私たち

の側にあるのです。主は惜 しみな く私 たちに

答えを与えて下さると思います。 しかし，私

たちが聴こ うとしなければ，あるいは心の波

長が合 わなければ，その答えを受け られ ませ

ん し，理解す ることもできませ ん。その結果，

本当の問題は私たちが聴かないこ とにあるの

に，主は祈 りを聴 いて下 さらない と思い込ん

で しまうのです。

このような外的な妨 げだけでな く，内的な

妨げも排除 し，みたまを感 じる時間 を取 るよ

うにすれば，答えを聴け るようにな ります。

このほか，祈 りの答えを得 ようとする時，

どのような点に注意すればよいで しょうか。

第1に ，私たちに代わって主がすべて を行な

って下さると考えてはならないことです。オ

リヴァ ・カウ ドリは主か ら特別 な啓示を受け

て，この原則を学び ました。主は次のように

述べておられます。「見よ，汝いまだ悟 らず。

汝はひたす らわれに願 いし時はこれを与 えら

るるな らん と思え り。」(教 義 と聖約9：7)

それ から，主は願い求める過程について説

明 しておられます。 まず心の中でその問題に

ついて よく思い計 り，関連す る様々な要素 を

吟味し，結論を出 します。その上で，主に承

認や指示，勧告な どを祈 り求めるのです。

第2に ，「求むべ きにあ らざるもの を」(教

義 と聖約8：10)求 め ないように注意するこ

とです。時々私たちは，最善の利益 をもたら

さないことを主に願い求めてしまいます。そ

の ような場合，主は思いや りのある御方です

か ら，願いを受け入れては下さいません。し

か し，その願いが強す ぎると，私たちは 自分

の求め る答え以外にはまった く耳を貸 さな く

な ります。これはよく見かける状態です。主

は害になるものを与えようとはされませんの

で，結局私たちの方は少 しも祈 りに答えて下

さらないと思い込んでしまうのです。

第3に ，祈 りの答えを得 るために進んで行

動す ることです。借金か ら逃れられるように

祈 りなが ら，だれかが奇跡的に訪れて必要な

金銭 を与 えて くれるのをただ座 って待ってい

るだけでは，失望 を味わうだけでしょう。そ

のような祈 りをす る場合は，借金 を返済でき

るように自ら一生懸命に働かなければな りま

せ ん。心の正 しい人々のところへ導かれるよ

うにと祈 る宣教師は，みたまに導かれるまま

に 自ら足を運ばなければな りません。また，

証が得 られ るように祈 り求 め る人々は，聖典

を研究 し，戒めに従 って生活することによ り
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自らの責任 を果 たさなければな りません。

第4に ，答えが与 えられた時に， それを認

識できるようになることです。 これまでお話

した事柄をすべて行 なっていなが ら，主が告

げよっとしておられるこ とを聞き取れない人

がいます。このような人々の問題は，主のみ

声を知 らないということにあるようです。つ

まり，祈 りの答えを受けた時にどのような感

覚が働 くかを知 らないのです。ですか ら，答

えを受けてもそれ を認識できないわけです。

祈 りの答えは様々な方法で与 えられます。

ジョセブ ・ス ミスは何度 もみ使 いの訪れ を受

けました。モーセは燃えるしばの中か らの主

のみ声を聴きました。夢の中で示現を見 る人

人もいます。正直にお話すれば，私はそのよ

うな夢や示現 を見たことも，幕のかなたか ら

語 りかけ る声 を実際に聴いたこ ともあ りませ

ん。しか し，私はイノスの次の言葉に共感 を

覚えます。「私 が この よ うに精神 こめて祈 っ

ている中に， ごらん……主の御声が私の心 に

聞えて仰せ になった。」(イ ノス10)

これ は普通，主が私の祈 りに答 えて下 さる

方法です。主はオ リヴァ ・カウ ドリに，「汝の

心 を内に燃や さん」(教 義 と聖約9：8)と 言

われました。 この気持 ちは人によ りそれぞれ

異なっていると，私は理解 しています。ある

人は胸の中に温かいものを感 じ，またある人は

心の高揚を覚 えます。さらに別の気持 ちを感

じる人もい ます。

しか し，忘れてならないのは，主が多 くの

人々に告げてお られ るように，主が祈 りに答

えて下 さる方法は心 を内に燃やす ことただひ

とつではない とい うことです。 ジョセブ ・ス

ミス，オ リヴァ ・カウ ドリ，ハイラム ・ス ミ
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スに授けられた啓示の中で，主は祈 りの答え

として 「悟 りを開か しめ」，「心安かれと告 げ」，

「汝の智 と情 とに告げ」，「汝に悦び を充さん」

と述べておられ ます(教 義 と聖約6：15，23;

8：2;11：13-14参 照)。 主は私たちの状態

に最 も適 した方法で語 られるのです。そこで

私たちは，みたまが共にいて下 さる時や，主

が語 りかけて下 さる時に， どの ような気持ち

を感 じるか を知 ってお くことが必要です。

時には祈 りに対 して否定的な答えを受ける

ことがあ ります。その ような答えは，心が次

第に鈍 くなる(教 義 と聖約9：9参 照)，暗い

気持ちを感 じる，不安 になって落ち着かない，

などのかたちをとって表われます。

私の説明はわか りにくいか と思いますが，

だれでも一度ならず実際に経験 していること

でしょう。私たちが正義に基づいて主か らの

助け と勧告 を求める時に， これ までお話 した

原則を心に留め るならば，祈 りの答えを受け

てそれ を解釈す る能力が増 し加わることでし

よつ。

私たちの御父は無慈悲な御方ではありませ

んし，不親切 な御方でもあ りません。私 たち

を愛 し，私たちの成長 と進歩を願ってお られ

ます。私たちの祈 りに喜んで答えて下 さいま

す。イエスの弟ヤ コブを通 して，主 は次の よ

うに約束 してお られます。「あなたがたのうち，

知恵に不足 している者があれば，その人は，

とがめ もせずに惜 しみなくすべての人に与 え

る神に，願い求め るがよい。そうすれば与 え

られ るであろう。

ただ，疑わないで，信仰 をもって願い求め

なさい。」(ヤ コブ1：5-6)



オ ー ・キ ン ・ヤ ン ・キ ャ ン テ
(優：しい心)

これは実際にあった話を小説風に書き直したものです 。

母の名前は 「優 しい心」という意味です。私は母の名前から

人生で一番大切な教訓を学びました。

イ ：ボ ン ヌ ・P・ レ ン プ

私 たちが住んでいるネバダ州の小さな町で
は，人が母 をバージニア と呼んでいます

が，母の本当の名前はオー ・キン ・ヤン ・キ

ャンテといいます。オー ・キン ・ヤ ン ・キャ

ンテ とい うのは，インディアンの言葉で 「優

しい心」 とい う意味です。 このインデ ィアン

の名前は母にぴった りです。母は 日の出前の

春の朝の ように穏やかな人です。それでいて

自分で決めたこ とは必ずや り遂 げ，いつ も人

を助けることばか り考 えています。母 はいつ

も人生の恵みに心か ら感謝 しています。

私の父は 白人で，何年 も前に亡 くな りまし

た。それか らとい うもの，正式な教育 を受け

たことのない母は，生計 を立てるために必死

で働いてきました。私たち母子は別居 して暮

らしましたが，それは両親の結婚が原因では

な く，貧乏のせいでした。私たちのような家

族はほかにもた くさんいて，町の人たちも親

切 で優 しく，人種差別 もほ とん ど見 られませ

んで した。

今か ら12年 前のこと，宣教師がメッセー ジ

を携えてやってきました。そこで私の母オー・

キン ・ヤ ン ・キ・ヤンテはその優 しい心を動か

され，素晴 らしい理解 と洞察力を得て，外か

ら見て もわかるほど変わったのでした。愛 と

平安に満 ちた母の態度はとて も際立っていま
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した。

それは仕事の中に もはっきりと現われてい

ます。毎週 月曜 日に な ると， 母は ウ ィル ソ

ン夫人，ブラウン夫人，デクロイ夫人の家を

掃除 します。火曜 日には ドレーパー夫 人とブ

ラックバーン夫人のためにア イロンかけ をし，

水曜 日にはプ ライス夫人の家 を訪れ ます。

プライス夫人は数年前に卒 中で倒れ，半身不

随の状態で， とても貧 しい生活を送っていま

した。プライス夫人は毎週，「来週 こそきっと

助けていただいた分はお支払い します」 と言

うのですが，その都度母はこう答えるのです。

「先週余分にいただ きましたので
，お代はま

だ結構です。お金のことは気になさらないで

下 さい。」母がプライヌ、夫人か ら報酬 を受け取

ったことがないことは私 もよく知 っていまし

た。母はプライス夫人には今助けが必要であ

り， しかも，彼女の誇 りを傷つけ ないように

することが大切 だというこ とを優 しく私に告

げました。「優 しい心」の持ち主である母 は，

その両方を忠実に行なったのです。

水曜 日はほかにも特別なことがあ りました。

扶助協会の集会がある 日だったか らです。母

は姉妹たちと親 しく交わることが大好きで し

た。「ねえ，考 えて もご らん。学校に行 った

こともない私が，天国の ような遠い所の こと

について教えて下 さる人たちとこうしてお話

できる。集会に出ている時も帰ってからも，

自分が大切な人間なんだってつ くづ く感 じる

の。」そう言って母 は扶助協会で教わった讃美

歌を一週間毎 日のように 口ず さむので した。

木曜 日になると，母は町に一軒 しかない店

の奥の部屋 を掃除します。袋や箱 を動かすの

は非常に骨が折れましたが， これ以上 に収入

の良い仕事はあ りませんでした。

金曜 日には人々の繕い物や縫い物 をします。

土曜 日にはパーティーのお菓子 を焼 きます。

そして 日曜 日は休息の 日です。 日曜学校 と聖

餐会の間の午後の時間，母は私が本を読むの

を熱心に聴いています。母の旺盛な知識欲に

もっと応えてあげればよかった と今でも思 う
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ほどです。

ある 日学校の友達か ら，一緒に歩いていた

あの レーマン人はだれですか と何気なく尋ね

られた時に，私は生涯で最 も大 きな誘惑 を受

けた気が しました。一緒に歩いていたのは，

母です。その時 とっさに私は， 自分は 白人で

通 ると感 じました。別に隠すつ もりはなかっ

たのですが，私は 「ああ，あの人はオー ・キ

ン ・ヤ ン ・キャンテよ」 と言ってごまか し，

話題 を変えてしまいました。

そのことは，ソル トレー ク ・シティーの看

護学校へ通 うことになって荷造 りを始めた時

にも私の脳裏から離れ ませんでした。私 を看

護学校 へ入れることなど母の力では到底達成で

きない と思っていたので， こうして実際に行

けるようになったことは私 たちに とって大 き

な喜びでした。私は一生懸命に勉強し，学校

が好 きでたまりませんで した。やがて産科の

夏季アルバイ トの話があ り，私はそれ を引き

受けることにしました。私の帰省 をとて も楽

しみに していた母 も快 く賛成 して くれ ました。

そして，そのアルバイ トで学費を支払 うこと

がで きたのです。

その年の秋，同じ故郷の町か ら， ある娘 さ

んが学校に入ることになって， その家族が私

の母 も一緒に連れて来たいといってきました。

その家族のソル トレー クの親戚の家には，み

んなが泊まれ る部屋が十分ある ということで

した。 そこで，なかなか承知 して くれなかっ

た母 も私に会いたい一心で一緒に来るこ とに

な りました。

ところが私の方は，母に会いたいとい う気

持 ちよ りも，ふた りが一緒にいる所 を見られ

た くない という思いの方が強か ったのです。

私 は自分に自信がなかったのです。 それで学

校では人気者であり， しか もア リゾナ出身の

レーマ ン人の良い友達があ りなが ら， 自分が

インデ ィアンとの混血であることはだれに も

言っていませんでした。

母 は町に着 くと電話 をかけてきました。落

ち着いた声でしたが， どことな く疲れた様子

(29ページに続く)
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あい ふ つ ふ

む か し･と ∫ も愛 しあっている夫婦
がいて,子 どもが ほ しくてた まり

ねん

ませ ん で した。 で も,な ん年 た っ て も
め ぐ』

なか なか子 どもに恵まれ ませ ん。ふ た
てん ぷロ あた

りは天父に,子 どもを与 えて くだ さる
いの

よ うに と,祈 り ま したdそ して,天 父

は その祈 りに,こ た え て くだ さっ た の

です 。･

ひ でん わ

ある 日,こ の夫婦 に電話が かか って
とお まち あか よ う し

きて,遠 くの町 に,赤 ち ゃん を養子 に
だ し

出 したい夫婦が いる と知 らせ て きまし
き たい

た 。 さ っ そ く,期 待 に む ね をふ くら ま

くるま

せ て,ふ た りは 車 に の り こみ ま した 。
つ い え はい へ や

町に着 き乳あ る家に入Pま した。部屋
はい おお なか

に 入 る と,大 きなベ ッ ドの まん 中 で,

ちい ま

小 さな赤 ちゃんがふた りを待 ってい ま
ひと め み

した。 一 目見 て,夫 婦 は,そ の 小 さ な .
おとこ す

男の子が好 きに な りました。ふた りは
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つ か え じ ぶん

赤 ちゃん を連れて帰 り,自 分 の子 ども
そだ はな あ

として 育 て よ う と,話 し合 い ま した 。

しんぱ い

で も,ひ とつだけ心 配な ことがあ り
ほ ん と う セ

ました。 それは,こ の赤 ちゃん を本当
じ ぶん

に 自分 たちの子 どもにす ることがで き

るだ ろ うか とい うこ とで した。 まず,
ほうりつ

.夫婦 は 法 律 に よ?で,こ の赤 ち ゃん を

･･な こ ､し ら養
りこ とが で き るか ど っか,調 べ られ

るの です 。 ふ た りが 愛 しあ って い るか,

か てい

りっぱで しあわせ な家庭 を もって いる
じゅうぶん か ね

か,そ して,養 うに十分 なお金が ある

か ど うか を,調 べ られ るの です。
じ かん

その ため に,時 間がかか ります。赤
き も つよ

ちゃんを愛するふ ､たりの気持 ちは,強

くなるばか りです。 とうとう,こ の夫

婦管･養 孜 してもよいというき･か

が 出され ま した。 こ うして,赤 ちゃん
たいせつ

は,夫 婦 に とって とて も大切 な子 ども

』

司
.
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ステ ィーブ･ス タ ンプ

とお

ノ､ム ス ター の ホ セア が 通 りか か る と･

ヘ ビのサ ミー が ,い そが しそ うに
ふる かわ 　

古 い皮 をぬ い で い る とこ ろ で した。

｢ハ ハ ハ ッ
。 サ ミー,な ん だ い おか

だ

しなか っ こ う して。 か い こが,は い 出

す み た い じゃ な いか 。｣と,ホ セ アが い

い ま した 。

はる ふる かわ

｢春 になる と
,ヘ ビは古 い皮 をぬ い

あたら き

で,新 し く着 グ え るん だ 。｣

ふる
｢ど う して だ い

。 古 い の だ っ て に

あ って た じゃ｢な いか 。｣
まい とし せいち ょう ちい

｢毎年 ,成 長す るか ら,小 さ くな る
とう あい だ ふる かわ

ん だ 。`冬 み ん して い る 間 に,古 い皮 の

した あたら

下に,新 しいのが できているんだ。
はる め ふる

春に 目をさます と,古 いのは カラカラ

で,お なか の ところか ら やぶれ るん
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這

まいねん う

だ 。 毎年,生 まれ か わ

.る み た い ざ。｣･

きみ

羅

｢1

凋 ぢ蟹 と
かわ

｢た い へ ん だ ね
。 君 の 皮 は,騨 ㌶

の,び な い の か い。ほ ら,こ んなふ うに 。｣1

ちい まる かお

と,ホ セアは 小 さな 円 い 顔 を,プ ッ とピ
だま

ン ポ ン玉 の よ うに ふ くら ませ ま した 。

｢だ め だ よ
。 わ か ら て な い ね 。 ぼ く

きみ

のは,君 のみたいにのびや しないんだ。
いわ うえ

とが った岩や あつ いす なの上 をはった
は

り,あ らい ぐまの バ ニー のす る どい歯
み まも つ よ

か らも身 を守 るために,強 くな くちゃ
す こ

い け な い ん だ か らね 。｣と,少 しお こ っ ､

た よ うに,サ ミー は い い ま した 。
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う嫉蚕
キャ ロル･カ ペル

あか

赤 ちゃんカン烹ルーは･ス ㌃ ンに
のる くらい小 さいって,信 じられ
ほんとう う

ますか。本当なんです よ。だって,生

まれたての カンガルー は,1セ ンチ く
お も か あ

らい で,'重 さは な ん と1グ ラ ム,お 母
たいじゅう まんぶん

さんの体重 の3万 分 の1な んですか ら。
う

カン ガル ー.は,オ ー ス トラ リア 生 まれ

あかいろ いちばんおお

で,赤 色 の カ ンガ ルー が,一 番 多 くい

ます 。
け いろ

毛が な く,ピ ン ク色 を した赤 ち ゃん
こ ほん

カンガルーや子 どもカンガルー は,本

騨

あんぜん

の うて きに,お 母 さんの安 全 なふ くろ
じ ぷん はい

に 自分で入 ります 。お母 さんのおなか

のふ くろに,い っ し･う け脚･,箭
あ し つか

足を使って入るのです。(ふ くろめ ある
どうぶつ ゆ うたい るい

動物の ζとを,有 袋類 といい ます。)

赤 ちゃんはふ くろに入 ると,お 母 さ

んのお っぱいにす いつ きます 。 自分 で
の ちか ら

は,･ま だ飲 む 力 は あ り ませ んが,お 母

くち なか

さんには 赤ちゃんの口の中に ミル ク
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い とくべつ きんにく

を入れ ることので きる .特 別な筋 肉の
はたら

働 きが あ るの で す1。

げつ.

6カ 月は,お 母 さんに くっついた ま
そ く

まです。赤 ちゃんには,ち っ息 しない
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で した。なに しろこれ まで，家族の葬式でネ

バダ州のレノへ2回 出かけた きりで，家か ら

180キ ロ以上遠 くへ 出かけたことがないので

す。私は タクシーでその家へ行 きました。緑

の屋根の大 きな白い家で した。生垣はきれい

に刈 り込まれ，庭 もよ く手入れされてい ます。

その上，使用人までいます。これほどの大金

持 をこれまで見たことがあ りませんでした。

私は， ちょうど ドアを入った所 で待っていた

母 と抱 き合い ました。初めて見る母の涙が瞳

に光っていました。

ところが，家の人たちがそんな私たちを見

て， とて も驚いたようで した。恐 らくこれま

でレーマ ン人を見たことがなか ったのでしょ

う。私は実の娘であ りながら，彼 らの目を見

た時，一瞬母から離れたい気持 ちに襲 われま

した。

ネバダか ら来た友人たちは早速相談 を始め

ました。その結果母 は，あらか じめ予定 され

ていた台所ではな く，食堂で私 たちと一緒に

席に着 きました。私は食事の間，彼 らではな

く自分の母のために，屈辱 と恥で顔 を赤 らめ，

ひとり孤独をかみしめていました。

その夜，母は枕 と毛布 と粗末な寝台をあて

がわれて台所で寝 ました。

ネバダの友人たちは2，3日 観光することに

していたのですが，それ を取 り止めて翌朝帰

ることにな りました。母は神殿を見るの を楽

しみに していましたが，それ も果たすことが

できませんでした。私は言 う言葉 もあ りませ

んでした。 しか し母は私の顔 を赤かっ色の手

でそっとなでなが ら，こう言いました。「イボ

ンヌ，一生懸命頑張って立派な人になってよ。

私に親切に して下 さったこの素晴 らしい皆 さ

んのようにね。」母 は心の底からそう思ってい

たのです。私は鋭 く胸を刺される思いがしま

した。母が帰 った後，私はひとりで泣き続け

ました。

翌年の夏，帰省 した私は友達か ら，母が ソ

ル トレー クから帰った後，手の込 んだ美しい

ベ ッドカバー を作っていたことを知 らされ ま

した。友達は私へのプレゼントだろうという

のですが，私はそんな もの を見たことも，聞

いたこともあ りませんでした。

ある晩 寝つけないままにベ ッ ドか ら起き

てみると，母が薄明 りの下で何 とも素晴 らし

いベ ッ ドカバー を編んでいるではありません

か。白い枠の中に赤 とピンクのバラが散 りば

めてあ り，その周 りを小さな緑色の葉が包ん

でいる図柄で した。

「まあ
，お母 さん!」 私は叫びました。「そ

れ，私の?」

「いいえ。」

私はそれ以上聞か ない方がよい と思いまし

た。

私が学校に帰 る準備 をしていると，母 もそ

のベ ッドカバー を丁寧にたたんで箱に入れて

いました。「これを，ソル トレー クで泊めてい

ただいたお家の皆 さんに届けてお くれでない

かい。お礼の しるしにね。」

私の 目には涙があふれてきました。「あの人

たちは母さんに冷た くした人たちよ。何 よ，

あの偉ぶった態度は。何 もあげる必要なんか

ないわ。」私は くや しくて泣けてきました。

しか し母は優 しくこう言 うのです。「私は教

会員よ。いつ も良いことを教わっているわ。

赦 さな くちゃ。不親切に親切 をもって報いる

機会はそれほ どない と思 うの。私は救い主や

教会の人たちがこうしてほしいと思われるよ

うなことをしたいのよ。悪 い気持ちを抱いて

はいけないわ。あの方たちのために祈 り，助

けるこ とです よ。」

私は横 を向 きました。涙が静かにほおをつ

たって落ちました。母は彼らを赦 したばか り

でなく，母 を恥 じた私 をも赦 して くれていた

のです。で も，私は どうすればそんな自分 を

赦す ことができるで しょう。

優 しい母はもうひ とつのプレゼ ン トを私に

用意 して くれました。私にレーマ ン人の名前

と白人の名前 を付けて くれたのです。その レ

ーマ ン人の名前は .「トワニカ」。「進 んで努力

する」 とい う意味です。
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人の行 く末 を

左右す る決定

十二使徒 定員会会員

卜一 マ ス ・S・ モ ン ソ ン

青 少年 は今 日，重 大な決定の時 に直面 している。現代 の世界 は，

お とぎの国でも， 夢の世 界で もない。常 に最善 を尽 くす ことが

要求 される競 い合 いの世界であ る。そ して， も し最善 の努 力を

結集 する ことがで きるな らば，必ずやそれ は報い とな って返 っ

て くるであろ う。

私 たちは次のよう榊 聖な真理をよく覚え
てお くことが必要 です。つま り，神の律

法への従順は自由と永遠の生命 をもた らし，

不従川頁は束縛 と死 を招 くとい う真理 を。

歴史は小さな決断によって変わると語 った

人がいますが，人の生涯につ いて も同 じこと

が言えます。私たちの生涯は，私たちの下す

決定のいかんにかか っています。言い換えれ

ば， 日々の決定が人の行 く末を決めるのです。

決定には永遠の結果が伴います。例 えば，

予言者 ノアの時代の人々は， ノアが箱舟 を造

るの を見て，笑い， あざけ りました。しか し，

雨が降 り始め， しかもその雨が一向に止みそ

うにないのを見て， あざけ り笑 うのを止めま

した。彼 らは神の予言者の教えに反する決定

を下 したのです。その決定の代価 として 自分

の命を失 うことになったのでした。

レーマン とレミュエルの決定についても同

じことが言えます。レーマンとレ ミュエルは，

出かけて行って， レーバ ンの真鍮版 を手に入
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れ るように と命 じられました。その命令に彼

らはどう応えた と聖典に記されているで しょ

うか。彼らはその命令が 「むつか しいことだ

と言って不平 を鳴ら」 し，命令に従わないこ

とにしました。そして祝福 を失 ったのです。

しか し，ニー ファイはその命令 を受けた時，

次のような言葉でそれに応えています。「私は
おこな

主が命 じたもうたことを行って行 う。」(1ニ

ーファイ3： ，7)そ う言って，ニーファイは

命令に従いました。そ して，従順の もたらす

祝福 を得たのです。

また14歳 の少年が，「知恵に不足 している

者があれば，その人は， とがめ もせずに惜 し

みな くすべての人に与える神に，願い求める

が よい」(ヤ コブ1：5)と い う言葉 を読んで

決心 したことを考えてみて下 さい。彼はヤ コ

ブの手紙にある言葉 を試みてみ よっと決心 し，

森に入って祈 りました。それは取るに足らな

いささいな決定だったで しょうか。いいえ，

これこそ全人類，特に末 日聖徒 イエ ス ・キリ



ス ト教会の会員すべ てに影響 を及ぼす決定だ

ったのです。

さらに13世 紀に， モンゴル民族がモンゴリ

アを発ち，現在の トルコや イランー帯 を征服

し， ヨー ロッパ まで侵略 して きた時，ひ とつ

の重大な決定が下され ました。モンゴル民族

はウィー ンの城門 を前に して立 っていました。

西欧 とその文 明の滅亡の 日は間近に迫 ってい

ました。モンゴル軍の指導者スベ ダイ汗は，

軍隊 を率いて西欧文化 を壊滅せん と態勢を整

えていたのです。 ところが， その時予期せぬ

こ とが起 こりました。モンゴルか らの使者が，

オグダイ汗の死の知 らせ を携 えて きたのです。

スベダイ汗はこのまま軍隊 を進めて，西欧諸

国を征服するか， それ ともモンゴルに帰 って，

西欧征服の野望 を捨てるか， どち らかの決定

をしなければな りませんで した。瞬時の決定，

しか しその結果は測 り知れないほど大きな意

味 を持 っているのです。

第二次世 界大戦の記録 を読む と，この時代

の最大の決定は，アイゼ ンハワー将軍 と上級

将校たちがフランスのノルマ ンジー侵攻 を決

意 したことか も知れ ません。 ドイツ軍の将校

たちは，連合軍の上陸地点はカレーの海岸 に

間違 いないと信 じて疑 いませんでした。そ し

て強力な軍隊 をカレー海岸 に集結 させ，上陸

して くる軍隊 を海に追 い返す計画で した。 し

か し， この防御作戦は失敗でした。連合軍は

ノルマ ンジーに上陸 し，かん木の間を縫 って

進軍 して きたのです。 そして， ドイツ軍が反

撃 を開始す る前に，海岸線か ら遠 く進攻 して

いたのです。こ うして第二次世 界大戦はにわ

かに終結の途 をたどることとな りました。ひ

とつの決定が行 く末を決めたのです。

青少年の皆 さんも含めて，私たちは皆，時

としてきわめて重要 な決定 を下 さなければな

らないことがあ ります。私たちが下す決定は，

ノルマ ンジーの海岸に上陸 した り，ウィーン

の城門に向かってモンゴル軍 と共に立つよう

なこ とでないかもしれ ません。また， ノアの

時代の人々のような命 をかける決定の場に立

た され ることもないか もしれません。 しか し，

若人のみなさんは様々な場にあって物事 を決

定 しなければなりませ ん。 しか も，その決定

はどれ も皆 とて も大切 なものばか りです。

最 も重要な決定を3つ 挙げるとした ら，そ

れは何で しょうか。 まず1番 目に，私たちは

だれを信 じるか ということです。2番 目に，

だれと結婚するか とい う決定です。3番 目に，

私の生涯の仕事は何か とい うことです。

第1に ，私 たちはだれ を信 じればよいので

しょうか。天父 を信頼すべ きだと，私は思い

ます。私たちは皆，イエス ・キ リス トのこの

福音が真実か どうか 自分 自身で確かめる責任

があります。モルモン経や その他の標準聖典

を読み，その教えに従って，それをよく知 る

必要があ ります。聖典に， この教えを行なう

者はこれが神か らの ものか，人か らの ものか

わかるであろうと約束されているか らです。

この問いかけは，測 り知れない結果 をもたら

すか らです。

1959年 か ら1962年 まで，私はカナ ダの トロ

ン トに本部を置 くカナ ダ伝道部 を管理する特

権 を与 えられ ました。そこで私 とモンソン姉

妹は，450名 の素晴らしい若い男女 と共に働 き

ました。その間にモンソン姉妹が経験 した非

常に意義深い出来事があ りますので， ここで

少しそのこ とに触れてみたい と思います。あ

る 日曜 日， いつ もは忙 しい伝道本部ですが，

その 日はモンソン姉妹 しかいませ んで した。

す ると電話が鳴 り，電話の向こうか らオラン
なま

ダ言化りの声でこう尋ねてきました。「そちらは

モルモン教会の本部ですか。」モンソン姉妹は，

トロン ト付近ではここが中心になっています
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私 たちの生涯 は，私たちの下す決定

のいか んにかか って います。

が，何かお勘けすることで もございますか と

問い返 しました。す ると電話の相手の方はこ

う言いました。「ええ，私たちオランダか ら来

たのですが， モルモンの ことを耳に したもの

ですか ら。私たち，モルモンにつ いて もっと

知 りたいのです。」モンソン姉妹は良い宣教師

らしく，「そうですか。喜んでお手伝い したい

と思います」と答えました。優 しい声の相手

の婦人はこう言いました。「今，子供たちが水

ぼうそうにかかっています。それで，子供た

ちがよ くなるまで待っていただけるのでした

ら，喜んで宣教師の訪問 を受けたいと思いま

す。」モンソン姉妹は後 日宣教師を送 ることを

約束 して，電話 を切 りました。

モンソン姉妹は大喜びで，本部のふた りの

宣教師に言いました。「皆 さん，素晴 らしい求

道者よ。」宣教師たちもす ぐに訪問 を約束 して

くれました。しか し，一部の宣教師が よ くす

るように，このふた りの宣教師も訪問を引き

延ば したのです。一 日が一週間にな り，一週

間が数週間になりました。モンソン姉妹が，
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「長老たち，今晩はあのオランダ人の家族 を

訪問 していただけますか」 と尋ね ると，きま

ってこ う返って くるのです。「すみません。今

晩は とても忙 しいものですか ら。で も必ず近

い うちに訪問 します。」それか ら2，3日 して，

モンソン姉妹が再び尋ねます。「あのオランダ

人の家族はいかがですか。今晩にで も訪 問し

ていただけますか。」す ると再び次のような返

事です。「ええ，今晩は忙 しく無理ですが，訪

問予定 を組んでお きます。」ついにモンソン姉

妹は しびれを切 らしてこう言いました。「もし

今晩， あのオランダ人の家族を訪問できない

ようでしたら，私 と主人のふた りで訪問 しま

す。」長老たちはあわてて，「今晩，訪問す る

よう計画 します」 と答えました。

こうして宣教師は，愛にあふれる家庭 を訪

れ，家族の人々に福音 を教 えました。そして，

家族全員が教会員になりました。その家族 と

は，ジェイコブ ・ディエガー一家です。デ ィ

エガー兄弟はす ぐに長老定員会の会長になり

ました。その後，彼が勤めているフィリップ



ス社は彼 をメキシコに転勤 させ ました。その

地で彼は，教会のために傑出 した働 きをしま

した。後にディエガー兄弟はオランダで副伝

道部長 として幾人かの伝道部長に仕 え， さら

に十二使徒地区代表に も召 され ました。そし

て現在，七十人第一定員会会員に召され，東

南アジアの代表役貝として働 いています。

ここでこうお尋ねしたいと思い ます。宣教

師がデ ィエガー一家 を訪問 したのは，重大な

決定ではなかったでしょうか。モンソン姉妹

が，「もしあなた方が行かなければ，私たちが

行 きます」 と言ったのは， とても大切 な決定

ではなか ったでしょうか。 また，カナダの ト

ロントにある伝道本部に電話 して，「宣教師 を

送っていただけ ませんか」 と言 ったのは，デ

ィエガー家に とって大切な決定ではなかった

で しょうか。私は， これらの決定が単にデ ィ

エガー家だけでな く，他の大勢の人々に永遠

の影響 をもた らすことを証 します。なぜ なら，

彼はこの福音を英語，オランダ語， ドイツ語，

スペ イン語， イン ドネシア語で教えられる人

であ り1そ して現在，中国語で福音 を宣べ伝

えられるように勉強しているか らです。私は

こう皆さんにお尋ねしたいと思います。「私た

ちはだれを信 じているのでしょうか」 と。

私 たちの改宗はディエガー兄弟姉妹のよう

に劇的な ものではないか もしれませ ん。 しか

し各人に とって等 しく重大で，末長 く影響 を

与えるこどなのです。確かにこれは重大な決

定です。私 たちは今一度，真理 を探究する私

たちの責任 をよく考えてみようではあ りませ

んか。

次に第2の 質問，「だれ と結婚するか」とい

うことですが，このことに関 して私はどうし

たか説明 したい と思います。ユタ大学 で一年

生のためめダンスパーティーがあ り，私はウ

ェス ト高校 出身の女性 と踊っていました。そ

の時，イース ト高校出身のひとりの女性がパ

ー トナー と踊っているのが 目に入りました
。

その女性はフランシス ・ジ ョンソンといいま

したが， 当時私は彼女のこ とを知 りませんで

した。けれ ども私は一 目見て，彼女 と話 をし

てみたいと思 いました。 しか し，彼女は踊 り

なが ら，私の視界か ら消え，私 たちはそのま

ま3カ 月ほ ど会 う機会があ りませんで した。

ところが，ある日， ソル トレーク ・シティー

の東13番 南2番 街通 りで電車 を待っていると，

そこであの女性 を見かけ ました。私は一瞬自

分の目を疑いました。ダンヌ、パーティーで見

かけたあの女性が，別の女性 とそれに若い男

性 と立っているのです。 しか も連れの男性 は

かつて同 じ学校にいたことのある人です。し

か し，残念なが ら私は彼の名前を覚 えていま

せ んで した。私は どうすべきか決心 しなけれ

ばな りません。私は考え ました。「これは 勇

気のいる決心だぞ。 どうすればいいりだろ う

か。」その瞬間，心の中に次の言葉が浮かんで

きました。「決定の時が来た時には，準備の時

はすでに過 ぎ去 っている。」

私は勇気 をふ りしぼ り，当たって砕けよう

と思 いました。私は連れの男性 の方へつかつ

か と歩いて行ってこう言いました。「こんにち

は， ところで君は，僕 と同 じ学校に通ってい

なかったかい。」 ところが彼 も，「君の名前を

思い出せ ないんだけど」 と言うのです。そこ

で私たちは互いに名前 を紹介し合いました。

それか ら彼は，後に私の妻 となったその女性

を紹介 して くれたのです。その 日，私は 自分

の住所録にフランシス ・ビバ リー ・ジョンソ

ンを訪問す るこ とを書いておきました。そし

て，実際に訪問 したのです。この決定はこれ

まで私が行 なった中で最 も重要な決定でした。

若 人の皆 さんは， 自分の生活の中でこれ と同

じような決定 をしなければならないことがあ
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ると思います。そ して，だれ とデー トするか

ではな く，だれと結婚す るかを決め る非常に

大切な責任 を負っているのです。

ブルース ・R・マ ッコンキー長老は，「正 し

い人と，正 しい時に，正 しい所で，正 しい権

能によって結婚することほ ど重要な ものはな

い」 と述べています。皆さんがあ まりに も性

急に婚約す ることのないようにと願っていま

す。私たちは皆，結婚 しようと思っている人

をよ く知 り，ふたりが共通の永遠の 目的を心

に描 き，同 じ道を目指 していることを確認す

ることが大切です。

次に3番 目の質問，「私の生涯 の仕事 は何

か」 ということですが，私はこの ような質問

をして くる帰還宣教師にこれまで何度 も助言

してきました。宣教師はしば しば 自分の伝道

部長に倣 う傾向があ ります。伝道部長が教育

者であれば，大勢の宣教師が教育者になろ う

とします。伝道部長が ビジネスマ ンであれば，

宣教師のほ とんどがビジネスを勉強す るよう

にな ります。 また，伝道部長が医者であれば，

宣教師の多くは医者にな りたいと考えるよう

にな ります。 と言 うの も，人は元来， 自分が

尊敬 し，敬愛する人に倣 いたいと望むか らで

す。帰還宣教師や若人に与 える私の助言は，

皆 さんが楽 しめる分野で生涯の仕事 を見いだ

せ るように，研究 し，備 えてほしい とい うこ

とです。なぜなら，皆 さんは 自分の生涯の大

部分 をその分野で過 ごすことになるか らです。

しかも，それは知性 を磨 き， 自分の才能や能

力を最大限に生かすことのできる分野でなけ

ればな りません。そして，最終的に 自分の伴

侶や子供たちを養 うために十分 なお金 を得 る

ことのできる分野でなければな りません。 こ

れだけの仕事を見つけることはとてもできな

いとおっしゃるか もしれませ ん。 しか し， こ

れらの条件は私 たちが一生の仕事 を選ぶ上で
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とても大切なことです。ここに，デ ビッド・

0・ マ ッケイ大管長が好んで用いられた言葉

があ ります。「それを行な うか行なわないか決

めるのは君だ。はるかか なたの 目的に挑戦す

るか，現状に満足す るか決め るのは君 しかい

ない。」(ク リン トン ・T・ ホーエ ル， 更聖It's

uptoYou"Z)6s忽 ηノ∂7L勿 伽g『 君次第だ』

「人生の設計」p .30)

また準備 をよく行なうことによって，考 え

る力 と決断力が養われ ます。私たちの中には，

自分の失敗の言い訳 をしようとする人が大勢

います。第二次世 界大戦の初頭，連合国側の

指導者のひとりに英国のス リム子爵がいまし

た。彼はこの戦争中にひとつの非常に重大な

決定をしました。彼は終戦後 しばら く経 って，

この1940年 ， カラ トウムでの戦闘で下 した決

定 を振 り返って次のように語 りました。「計画

が失敗に終わった多くの将軍 と同 じように，

私 もいろいろな言い訳 をす ることがで きまし

た。 しか し私は，その失敗の理由はただひ と

つ，私にあると思いました。私の眼前に2つ

の行動計画が示 された時，私は優秀な司令官

が とるような勇気ある道を選 びませんでした。

私は別の道 を選びました。怖かったか らです。」

皆さんは恐れることのないようにしていた

だ きたい と思います。皆 さんが，「私は化学工

業の勉強をするほど頭が よくないので それほ

ど一生懸命勉強 しな くてもよい分野 を選びた

いと思います」な どと言うこ どのないように

願っています。困難な道に挑戦 し， 自分の才

能 を十分に活用するように していただきたい

と思います。天父は必ず皆 さんがその責任を

果たせ るようにして下さるはずです。たとえ

つまず き，期待 した成果 を上げることができ

な くて も，落胆 してはな りません。立ち上が

ってもう一度努力す ることです。

チェスター ・W・ ニ ミッツ海軍大将の経験
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について考えてみ ましょう。海軍少尉 として

学校 を卒業 した後，初めて彼に与 えられたの

が，古ぼけた一隻の駆逐艦 でした。艦名 をデ

カチャー と言いました。ニ ミッツ少尉 にでき

ることは， まずこの古ぼけた駆逐艦 を航海が

できるようにすることで した。そして最初の

航海の 日，彼は船 を座礁 させて しまいました。

直 ちに彼は軍法会議にかけられました。 しか

し，ニ ミッツ将軍は一度の失敗で くじけるよ

っな人ではあ りませ んで した。彼は どうした

と思いますか。その失敗を教訓に して，世 界

最強の海軍力 をほこる太平洋艦隊の司令長官

になったのです。立派な人はた とえ失敗 して

もくじけないことを，彼は私たちに示 して く

れたのです。

私はだれを信 じたらよいのでしょうか。私

はだれ と結婚すればよいので しょうか。私の

生涯の仕事は何で しょうか。私たちは神の助

け なしにはいかなる決定 もで きませ ん。 しか

も私たちが努力し，願 うならば，天父の導 き

はすべての 人に与えられるはずです。教義 と

聖約第9章 を読んで理解す るようにお勧め し

ます。 この聖句はよく見過 ごしにされますが，

私たちに とって大切 な教訓 を与 えています。

私たちが重要な決定を下そうとする時，予言

者 ジョセブ ・スミスを通 して主が勧告された

よっに，天父の導 きを求め ることです。主は

この第9章 の中で，予言者 ジョセブ ・ス ミス

を通 してオ リヴァ ・カウ ドリにこう勧告 して

お られ ます。

「見よ，汝いまだ悟 らず。汝はひたす らわ

れに願い し時はこれを与えらるるならんと思

えり。

され ど見よ， われ汝に告 ぐ，汝心の中によ

く思い計 り，その後願 うこともし正 しか らば

汝願わざるべか らず。願 うこ と正 しからば，

その時われ汝の心 を内に燃や さん。これによ

りて汝にその正 しきを感ぜ しむ。

され どもし願 うところ正 しか らずば，かか

る感な くして汝の心は次第に鈍 くなり，そは

ついに悪の悪たるを忘れ しむ るに至 らん。」

(教 義 と聖約9：7-9)

これ が，今 日私たちに与えられている神の

み言葉です。
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■ ン 。ツ

皆 さんはここ一番 という大事 な時に見事1こ
し く じ っ て し ま っ た ， とい う よ う な 経 験

が な い だ ろ う か 。 も し そ の よ う な 経 験 が あ る

人 な ら，こ れ か ら 話 す 「あべ こ べ ヘ ン リー 」の

気 持 ち も よ くわ か っ て い た だ け る こ と と思 う。

ヘ ン リー ・マ ー シ ュ ，12歳 。 フ ッ トボ ー ル

の 大 好 き な 中 学 生 で あ る 。 ヘ ン リー が 入 っ て

い る学 校 の チ ー ム が テ キ サ ス 州 で 優i勝 し， 隣

の オ ク ラ ホ マ 州 の 優 勝 校 と シ ー ズ ン最 後 の 試

合 を 行 な っ た 時 は ， 何 もか も う ま くい っ て い

た 。 ヘ ン リー に と っ て ， そ の 日は 記 念 す べ き

日 とな る は ず で あ っ た 。

ヘ ン リー は 第3ク ォー ター ま で フ ィー ル ド

の 片 す み で ， 自 分 の仲 間 が ゴ ー ル 目が け て 走

り， 蹴 り， 投 げ る有 様 を じ っ と 見 て い た 。 第

4ク オー ター に 入 り， 試 合 時 間 も残 り少 な く

な っ て きた 。 ま だ 両 チ ー ム 同 点 で あ る 。 や っ

とヘ ン リー の 出 番 が 回 っ て き た 。 闘 志 満 々 で

あ る 。 相 手 チ ー ム が ゴー ル 目が け て キ ッ ク し

て きた 。 ヘ ン リー の チ ー ム の レ シー バ ー は 必

死 に ボー ル を追 い ， そ れ を受 け よ う と し た 。

とこ ろ が 突 然 思 い が け な い こ とが 起 こ っ た 。

レ シー バ ー が ボ ー ル を こ ぼ し， そ の ボ ー ル が

ヘ ン リー の 腕 の 中 に す っ ぽ り と入 っ た の で あ

る 。 だ れ よ り もヘ ン リー が 一 番 驚 い た 。

フ ッ トボ ー ル を 始 め て 問 も な い 少 年 に ， 一

世 一 代 の チ ャ ン ス が 巡 っ て き た の で あ る 。 大

歓 声 にヘ ン リー は 一 瞬 た じろ い だ が ， そ れ で

もす ぐさま全速力で駆け出した。 目の前には

自分をブロックする者がだれもいない。 まっ

た く信 じられないことである。観衆 もまた信

じられないといった風であった。それ もその

はず， ボール を受けたヘ ン リーが全 くあべ こ

べの方向に走っていたからである。相手チー

ムも何が何や らわからな くなって しまった。

それでもとにか く，あまり遠 くに行かないう

ちに，ヘン リーはタックルされた。しか し，

なかなか倒れないのだ。やがて歓声はヤ ジに

かわ り，そこでようや くヘ ンリーは自分が何

をしていたかに気づいた。恥をか くとは，ま

さにこのこ とである。

あれか ら何年かたち，「あべ こべヘ ン リー」

に向け られる観衆の声 も変わった。今ヘ ンリ

ーの耳にこだましているのは
，1976年 ， カナ

ダのモン トリオール ・オリンピックスタジア

ムで，合衆国を代表す る選手たちと共に聞い

た歓声である。

中学でフ ットボールを始めてオリンピック

選手にまでなったヘ ンリーが私たちに教えて

くれるものは， どんな大 きな失敗 をして もそ

れは問題ではない，大切なのはそこか ら立ち

直って どこまで成長するかであるということ

である。ヘン リーは中学2年 生の時に，州内

の陸上競技大会の長距離で第7位 に入った。

そ して中学3年 生になるまで，毎 日16キ ロの

距離を走ってきた。家族 と共にハワイへ引っ
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越 してか らも，州の クロスカン トリー で優勝

した。しか し， そんなヘ ン リー もすべてが う

まく行ったわけではなかった。ブ リガム ・ヤ

ング大学に入った最初の年は，陸上競技の選

抜遠征チームから外されていた。

ヘン リーをどう扱った ものか考 えあ ぐねて

いたコーチは，「障害物競走はどうか」と言っ

てきた。障害物競 走とは，途中にある幾つか

のハー ドルや水たまりを飛び越えて，3.2キ

ロのコー スを走る厳 しい競技である。その年，

ヘンリーはこの競技で全 国の大学第7位 に入

った。ヘ ンリー 自身にもこの障害物競走が性

に合 っているようであった。

ヘ ンリー ・マー シュは，伝道についてあれ

これ思い悩んだこ とはなかった。 と言 うもの，

伝道に出ることがヘ ンリーにとって長年の夢

だったからである。召 しが来た時 も，まった

くちゅうちょしなか った。

2年 間の伝道 を終 えて帰って きたヘ ン リー

は，新 しく生 まれかわっていた。筋肉こそ幾

分なまっていたが，その内には新 たな力が蓄

えられていたのである。そ してその力はヘ ン

リーのあらゆる行動に重大な変化 をもたらし

た。ヘ ンリーはその時を振 り返 りなが ら， こ

う語っている。「もし伝道に行か なかった ら，

オリンピック選手になれなかったと思い ます。」

しか し，試 しはまだまだ続いた。 当時はと

ても奨学金 を受け られる力 もなかったし， コ

ーチたちか らもあま り期待されていなかった。

しば らくの間は，ただ走るこ とが楽 しくて走

っていたのである。しか し，疑問 も湧いてき

た。 自分はチームにとって必要なのだろ うか。

自分には才能があるのだろうか。こんなこと

をやっていて一 入前になれ るのだろ うか。

その年の1月 ，障害物競走の選手が新 たに

2名 追加される と同時に，ヘ ン リーはあっさ

りチーム をやめた。そして， 自分 自身につ い

て もう一度 じっ くりと考え直 してみた。
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それか ら自分にこう言い聞かせたのである。

「ヘ ン リー， もし今 ここでやめたら， 自分に

どれほどの力があるかわか らずに終わって し

まうじゃないか。」それから1週 間後，ヘンリ

ーは再びチームに戻 ってきた
。

これが，競技者 としてのヘ ン リーの転機 と

なった。時には前 と同 じように失敗すること

もあった。しか し， その度に少 しずつ進歩 し

た。プレオ リンピックでは，2位 の選手に22

秒 の差 をつけて優勝し，モン トリオールオ リ

ンピックでは，ア メリカ人選手の中で決勝進

出を果 たしたのは彼ただひとりであった。

合衆国大統領や全世界か ら集 まって きた一

流選手 と共に技を競 う。夢ではないか とわが

身をつねってみたほどであった。成績は10位

に終わったが， 自己最高記録 を4秒 更新 した。

障害物競走で最 も油がのって くるのは29歳 頃

だ と言われている。ヘ ンリーはこの時わずか

21歳 ， 出場選手の中では，2番 目の若 さであ

った。

そして1979年7月8日 ， プエル トリコで開

かれたパ ンアメリカン競技大会の障害物競走

で， この 「あべ こべヘ ンリー」 はついに金 メ

ダルを獲得 した。タイムは8分43秒5。 自己

最高は8分21秒5で ある。「生涯最高の 日で

す」 とヘ ンリーは語っていた。

それか ら3週 間もたたない7月25日 ， ソビ

エ トのスパルタキアー ド大会3 ，000メ ー トル

障害で も，ヘ ンリーは2つ 目の金 メダル を手

に した。 ソビエ トの主 な15共 和国が参加 して

開催 されたこのプレオ リンピック大会で，ヘ

ンリーが見せ たラス トスパー トは，「恐るべ き

精神力」 と人々をうならせ た。記録は8分28

秒9で あった。

1980年 の オ リンピックを前に して，ヘ ンリ

ーは自分の 目標 を簡潔にこう述べていた
。「私

の 目標は，明 日は今 日よりも速 く走るとい う

ことです。」



「みたまがあれ ま

何でもできるんです」

ヒ'ラ ・H・ ジ ャ ッ ジ

サ ム'エ ガ ー ズは ・ ヵ リフ ォ ル ニ 鮒1サ ン

タアナに住む12歳 の少年 である。ある日，

サムは何か考 え深げに学校か ら帰って きた。

母親の差 し出 した クッキー を取 りなが ら，サ

ムは言った。「お母さん，学校 でね，新 しい友

だちができたんだよ。」

「そ う，それはよかったわね。」母親の ドナ

は答えた。母親は，サムに ミル クをついでそ

ばに腰を下ろ した。「お友だちってどんな人?

名 前は何ていうの?」

「マ イ ク ・ウ ィ ッテ ィー 」

「ウ ィ ッ テ ィー?前 に 同 じ学 校 へ 通 っ て

い た あ の 双 子 の 兄 弟?」

「そ うだ よ。 お 母 さ ん 。 あ の マ イ ク とゲ リ

ー だ よ 。 マ イ クは ， ぼ く と 同 じ ク ラ ス に な っ

た の 。」 サ ム の 表 情 は 真 剣 そ の も の で あ っ た 。

「お 母 さ ん
， 彼 は き っ とい い モ ル モ ン に な る

よ。 教 会 に 誘 い た い ん だ け れ ど， 僕 の 力 で で

き る だ ろ う か?」

「も ち ろ ん よ
，サ ム 。」母 親 が そ う言 い 終 わ
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らない うちに，サムは もう表へ飛び出してま

っしぐらにマイクあ家へ向かっていた。気持

ちは決まっていたので，一分でも惜 しかった

のである。そんなサムの姿 をエガーズ姉妹は

笑いなが ら見送っていた。「あの子は宣教師の

ようだわ。大 きくなった ら， きっ と立派な宣

教師になるでしょうね。」

しか し，息子の伝道はすでに始 まっていた

のである。

「うん，行 くよ。何時だい?ゲ リー も連

れてっていい?」 マ イクは，サムの誘いを心

か ら喜んでいるようであった。

「もちろん
，ゲ リー も連れておいでよ。」サ

ムは言った。「日曜日の5時 に，家の角の とこ

ろで待ってるよ。いいかい。」

「午前?そ れとも午後?」

「午前に決 まってるさ。」サムは答えた。し

かし，マイクが本当にその時間に来 るとは夢

にも思わなかった。

しか しマ イクは，サムの言 ったことを本気

に し， 日曜日の朝午前5時 ぴった りに，双子

の弟 と一緒に家の前の曲が り角で待 っていた。

ふたりは長いこ とそこで待っていたが，サム

が来ないのであきらめて家に帰 り，再びベ ッ

ドにもぐり込んだ。

マイクは，あ とでサムに電話 をかけて，朝

の5時 に待っていたことを告 げた。す るとサ

ムは笑い出 した。マイクはそれが冗談であっ

たことに気づいてこう言った。「ぼ くもね，少

し早す ぎるんじゃないか と思ったんだよ。」

その 日の午後，聖餐会でマイ クとゲ リーは，

サムやほかの執事 たちが聖餐 を配 るのをじっ

と見ていた。「おもしろそうだね。」席に戻っ

てきたサムにマ イクとゲ リーがささやいた。

「どうすれば，ああい うことができるの?」

40

「バ プテスマ を受けて
，執事 にな らなけれ

ばならないんだ。あとで詳 しく教 えてあげる

よ。」サムは小声で言った。

集会の後，サムは， 自分の父親は教会で副

監督をしてお り，そのために壇上に座 ってい

ることを説明 した。マイクとゲリーは，それ

を熱心に聞いていた。 また，男性の会貝は12

歳 になってふ さわしければ，神権の執事の職

に聖任され，聖餐 を配 る特権が与えられるこ

とも説明した。

「神権 って何?執 事って何?聖 任って

何?」

その夜，マイクとゲ リーはベ ッドの中で，

少年 たちに神権 という特別なものを与 えるこ

の新 しい，ち ょっと違った教会についていろ

いろと語 り合った。

ほかに も，この教会には違 った ところが数

多 くある。まず，会員が親切 なことである。

何 人かの少年たちは，「ここに来て一緒にすわ

らない」 と誘って くれた し，大人の人たちも，

ふたりの肩をたたいて 「よ くきたね」 と歓迎

してくれた。

それか ら，子供 たちがた くさんいて，皆両

親 と一緒にすわっている。みんながよ く握手

をし，お互いを知 ってお り，愛 し合っている

ようであった。

まだ教会員でないふた りの少年が，名前 し

か知 らない教会の集会に出席 しようと， しか

も日曜 日の朝5時 に待ち合わせの約束をして

目覚 まし時計 を3時 半に合わせ る気になった

のはなぜだろっか。

ふた りの少年は こう答えている。「ぼ くたち

はまだ12歳 ですが，どこかの教会へ行 きたい

と思っていたのです。前にも幾つかの教会に

行 きました。そ して，教会にはいろいろ と変



わった習慣のあることを知 りました。それで，

サムの教会が朝の5時 に始まるのなら，とにか

くその時間に行ってみようと思ったのです。」

サムの両親はこのふ た りについて次の よう

に語っている。「これは，マイクとゲ リーの宗

教生活をとてもよ く表 わしてい るように思い

ます。ふた りはいつ も， よく準備 して，必ず

約束の時間を守るんです。」

マイクとゲリーは，両親か らバプテスマの

承諾 を得るのに3年 かかった。その間も，ふ

た りはそろって神権会， 日曜学校，聖餐会，

ミューチャルなどすべての集会に熱心に出席

した。ふた りをここまで教会に引き付けたの

は，得 られた温い友情 もさることながら，そ

まだ教会員でないふた りの少年が，名前 しか知 らない教会の集会

に出席 しようと， しか も日曜 日の朝5時 に待 ち合わせの約束をして

目覚 まし時計 を3時 半に合 わせ る気になったのはなぜだろうか。

れ以上にふた りが，モルモン経 と，モルモン

経がジ ョセブ ・ス ミスによって翻訳 された と

いう事実に深 い感銘 を覚えたカ・らである。ま

た，救 いの計画には畏敬の念を覚 えていた。

そ して，ふた りは心か らモルモ ン教会が真実

である と信 じていたのである。

ふた りはこう述べている。「ぼくたちはまた，

末 日聖徒 イエス ・キ・リス ト教会の教師や友達

が，ぼ くたちの質問に熱心に答えて くれたこ

とを感謝 しています。これは， これまで訪れ

た他の教会 とは とても違 っています。ほかの

教会でこの ような質問をす る と，『神様 だけ

が御存知です。私たちは知る必要があ りませ

ん』 とおっしゃるだけなんです。」

マ イクとゲ リーは， クラスや集会に出席 し，

福音につ いて多 くのことを学 んだ。そのほか

エガーズ家で開かれる普段の話 し合いの中か

ら，永遠の原則に関する深い知識を得た。

これは，ふた りの少年の熱意 と誠意に動か

されたエガーズ家の人々が，週に一度彼 らを

家 に招 いて福音に関す る話し合 いを持って く

れたからである。

その うち，サム と;こ れまた伝道精神の旺

盛な弟のスコッ トまでが，ほかの友達を連れ

て くるようになった。エガー ズ兄弟姉妹は彼

らも大歓迎 して くれた。その ような友達の中

に，不活発の家族の子供たちも含 まれている

こ とがよ くあった。

その ようにして参加 し始め ると，今度は彼

らが不活発な友達や，まだ教会員でない友達

を連れてきてもよいか と尋ね るようになった。

このように して次第に人数が増え，この家庭

の話 し合 いに何年間も，毎週20名 以上の人々

が出席す るようになった。

その話 し合いに話題を与えたのが，家庭の

夕べのテキス トである。エガーズ姉妹は，話
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し合いの前に行なうレッろンの責任 を引き受

けて くれた。しかも， たびたび グループのひ

とりにレッスンの割 り当てをし，若人が経験

や知識を増すことができるように計画 して く

れた。

レッスンの後，青少年は どの ようなささい

なことで も質問するように言われていた。「わ

か らないこと，あるいは気になっていること

があったらどんなことでも質問 しな さい。」彼

・らは常にこう励 まされていた。

「すべての質問に，完全に， しか も丹 念に

答えるように しました。いろいろな人々の意

見をひ とつひ とつ検討 しました。そして，最

後に聖典 を開いて結論 を出すのです」 と，エ

ガーズ兄弟は語 る。「福音の知識を得ることは

もちろん大切なことですが，それ よりも，彼

らが自己の大切 さに気づ き， 自分の両親や家

族 に心か らの愛 と尊敬 を示すよ うになること

に特に気 を遣 ってきました。」

家庭 の夕べで， リフレッシュメントは友情

を深めるのに欠かせない。 しかも，それはい

つもグループの メンバーが積極的に 自分か ら

持 って くるのである。

そのほか グループでローラースケー トやア

イススケー ト，映画， キャンプ，ハイキ・ング，

魚つ り，海水浴，雪上パーティー，誕生 日会

な ども開いた。 また，伝道に出ている宣教師

に荷物 を送ったりもした。これらはすべて，

若者 たちが 自ら計画 し準備 した ものである。

また一年の うちで最大の行事 と言えば，若

者たちの両親を交 えて行な うクリスマスパー

ティーである。「この年中行事は，教会 とその

プログラム を家族 の方々に理解 していただ く

ためにも大 きな助 けとな りました」 と，エガ
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一 ズ兄弟は述べている
。

サムとスコッ トは， このグループの活動に

積極的に参加 し，高校，大学時代 を通 じてず

っ とそこに出席す る人々 と親 しく交わること

がで きた。マ イクとゲ リーのバプテスマ会で

は，サムが話 をした。また，エガーズ家族が

聖餐会で家庭の夕べの発表をする時には，当

然のこ とのように，マイクとゲ リーがそこに

加わっていた。

ある夏，マ イクはエガーズー家 と一緒に，

シェラス高原にハ イキングを兼ねたキャンプ

に出かけた。その時彼 と，グループのひとり

の トム ・ウオールも参加 していた。 まずフェ

リーでアラスカまで行 き，それか らアルカン・

ハイウェーを下ってきて今回の旅行の最大の

山場 ともいえるテンプルス クェアを見学する

6週 間にわたる大旅行 であった。

これは トムに とってひとつの人生の転機 と

な り，翌年彼は伝道に出た。 グループの中で

彼が最初の宣教師になったのである。

「僕たちみんなが
，同 じ時に，同 じ伝道部

へ召 された らどんなにいいだろうね。」ある晩，

双子のひとりがファイアサイ ドでそう言った。

するとみんなはいっせ いに笑い出し， こう言

った。「絶対にそんなことはないよ。」「同じワ

ー ド部の会員が
， 同時に，同じ場所へ召 され

ることなんてあ り得ないか らね。」「不可能な

話だよ。」

ところが，驚いたことにグループの中の3

人が，同じ日に伝道の召 しを受けたのである。

しか もマ イクとサムはエ クア ドル ・キ トー伝

道部，ゲ リーは コスタリカ ・サンホセ伝道部

と，3人 ともスペイン語の伝道部 に召された

のであった。

彼 らは，エ ガー ズ兄弟(そ の時はすでにエ

ガーズ監督になっていた)が 召 した最初の宣

教師であった。こうして3人 は，同じ日に伝

道本部へ入ったのである。

その翌年に，今度はスコッ トが同じスペ イ

ン語を話す コロンビア ・ボゴタ伝道部へ召さ

れた。

エガーズ監督 とエガーズ姉妹は次のように

述べ ている。「彼 らをロサンゼルス神殿に連れ

てい き，主の愛を感 じさせ ることができまし

た。本当に素晴らしい特権 を与えられたもの

です。」

若者たちは 自分のエ ンダウメン トを受けた

2日 後に，最近帰 って きた帰還宣教師 と連れ

立 って，午前6時 に神殿に向かった。

さらにエガーズ監督は， こう述べている。

「彼らを見ていると心か らうれ しさがこみ

あげてきます。 とて も楽 しい若者たちです。

彼 らの話 を聞いていると， まるで海水浴にで

も出かけるかのようです。主の宮居へ行 くと

いうので，みんなわ くわ くしているのです。」

サムが，初めてマイク ・ウィッティー を集

会に誘 ってか ら11年 になる。 グループのほ と

んどは，それぞれ 自分の道へ歩んで行った。

その うち9人 は神殿結婚 をし，5人 の若者が

伝道に出た。そ して グループの中か ら8人 が

バプテスマを受 けた。その中にマイクとゲ リ

ーの妹の ドナ とシェリー もいる。そのほかに

も町 をふ らついていた大勢の若者たちが，現

在は強い証 を持つ立派な人になっている。ひ

とりの友達 を教会に招待 したいというわずか

12歳 の少年の伝道のスピリッ トが， これほど

大 きな結果をもたらす とはだれが想像できた

であろ うか。マイクはこう述べている。「みた

まがあれば何で もで きるんです」 と。
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神殿 参入 の備 えをノ

待望の東京神殿の完成は間近 です。すでに

神殿長も決 まり,あ とは献堂式 と儀 式の開始

される日を待つばか りとな りました。私たち

は今,神 様のみ前にふ さわしい者 となって神

殿参入に備 える必要があ ります。皆さんの備

えはいかがで しょうか。以下に必要 な備えに

ついてい くつか挙げてみましたので考 えてい

ただければ幸いです。

東京神殿

準備委員会委員長

田 中 健 治

●神殿推薦状発行のための面接 は受けま した

か。

12歳 以上で,し か もバプテスマ を受けて

1年 以上の方々はできるだけ早 く監督や支

部長,ま たはステーキ部長や伝道部長 より

面接 を受けて下 さい。献堂式間近にな りま

す と忙 しくな り,混 雑が予想されます。

●神 殿 準 備 セ ミナ ー,あ る い は オ リエ ンテ ー

シ ョン 集 会 に 参 加 し ま した か 。

監督,支 部長は,鵬神殿推薦状発行のため

の面接 に先立 つて,神 殿準備セ ミナーやオ

リエンテーション集会 を開 くことになって

います。参入希望者はそれに参加 しなけれ

ばな りません。

●4代 の系図は提出 しま したか。

神殿の儀式は11月4日 より始め られます。

本人 と先祖の儀式を受ける方は7月 末 日ま

でに"家 族の記録"を 提 出して下 さい。
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教会設立150周 年 にちなんで,今 年は全国

各地でそれを祝う記念行事が催されています。

スポーツ,音 楽,演 劇,バ ザー,社 会奉仕活

動など,内 容はバラエティーに富んだものば

かリ。そこには,心 身をさたえ,喜 びを見い

だそうとする聖徒たちの生き生さとした姿が

満ちあふれています 。今回はそれらのニュー

スをと りあ げてみま した。

日本横浜ステーキ部
●体力測定(4月29日)

●-特別聖餐会(4月6日)

150周 年 を祝 う特別聖餐会 が各ユニ ットで

もたれ,｢ジ ョセブ･ス ミス と最 初 の示 現｣

｢神権の回復｣｢扶 助協会 の歩み｣な どをテ

ーマにした話が多 くの兄弟姉妹たちによって

されました。出席者には,末 日に回復された

福音についてさらに理解 を深める機会 とな り』

ました。

また,こ の 日川崎支部 では朝7時 より1時

間,多 摩川河川敷公園にて早朝証会が催 され

ました。はだ寒い上に風が強 く,時 々砂 まじ

りの小石が飛び交 う悪 コンデ ィション。 しか

し参加者は,そ れにもめげず熱心に証 を発表

し合いました。みたまに感 じて涙 を流さずに

はいられない話 もあ り,天 候 とは逆 に,参 加

者全員,平 安 を得ることができたのです。

46

横 浜第2ワ ー ド部 では教会のホールを利用

し,老 若男女約35名 の参加の もとに体力測定

が行なわれました。内容は敏捷性 を調べ る反

復横飛び,柔 軟性 を調べる伏臥上体 そらし,

その他立位体前屈,垂 直飛び,立 幅飛び,腕

立て伏せ,目 を閉 じての片足立 ちの7種 目。

年齢別平均値に照 らしなが ら記録を伸ばそう

と必死な会員,.若 者に負け るものか とがんば

る年輩の兄弟,こ んなはずではないと何 回と

な く挑戦 してみる会員など,そ れぞれ汗を流

しなが らの楽 しいひとときを過 ごしました。
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ぢれたものです。オ リジナ.ルが英語のため,

翻訳 しなければな りませ んで した。脚色 し,

ズ タッフ,キ ャス トを決め るまでは犬変で,

実 際にスター トしたのは1月 も中ば過ぎての

ことです。それか ら3カ 月,こ の短期間での

発表に心配 しましたが,関 係者は全員一丸 と

.な ってがんば りました。その結果,発 表は大

好評でした。

辮

譲

バ

･瓦

囎
演劇に出演の兄弟姉妹

日本大阪北ステーキ部

麟

灘 諺
配
那

初等協会 のコーラス発表

●作品展(4月11日)

大 阪北ステーキ部は150周 年 記念行事 を前

期大会(4月11日)と 後期大会(11月24日)

とに分けて行なうように計画され ました。

前期大会は,神 戸ステーキ部 との合同によ

る作品展。翌 日がステーキ部大会のため,盛

況を見せ ました。ステーキ部長 をは じめ,高

等評議員,各 ワー ド部の監督グ前 日ホり徹夜

で作品の展示に励みました。個人の力作ばか

48

.展示 され た作 品

り180点 が揃 い,他 に初等協会の子供たちに

よる歌の発表 などもあ り,後 期大会にはさら

に盛 り上が りを見せ ようと兄弟姉妹 たちは張

り切つています。
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